
第５次雲南市健康増進実施計画

めざせ健康長寿日本一！
健康都市うんなん

令和７年度～令和11年度

雲　南　市



ううんんななんん健健康康都都市市宣宣言言

雲南市は、美しい農山村の風景や多彩な歴史遺産、新

鮮で安全な食と農といった幸や恵みに溢れ、私たちは古

来より感謝と共に、生活に活かして暮らしてきました。

そして、今後も恵まれた環境や文化を次世代に継承し、

健康で心豊かに暮らし続けることが今求められていま

す。

健康は、私たちが夢や希望、目標などをもち、充実し

た人生を送る上で極めて重要であり、生涯健康でいきい

きと暮らしていくことは、雲南市民誰もの願いです。

その願いを叶えるため、健やかな生活習慣を基に、家

庭・地域でお互いに学び合い、支え合い、信頼できる絆

を深め合いながら、健康づくりをすすめることを誓い、

「うんなん健康都市」を宣言します。

一． なびます 生涯続ける 健康づくり

一． ざします 旬を味わう 地産地消

一． くします 一人でくよくよ 悩むこと

一． なえます 無理せずできる 運動習慣

一． がいます 地域で育む 健康長寿

平成２６年１１月１日

雲 南 市

「雲南市市制施行（合併）10周年記念式典において公表」



目 次

 
１．「第５次雲南市健康増進実施計画」概要                            １                   

（１）計画策定の背景と趣旨 １ 
（２）計画の概要 １ 
（３）計画の位置づけ                                                     １ 
（４）計画の期間 ２ 
（５）計画の策定体制 ２

（６）関係機関の役割と推進体制 ３

（７）進行管理 ４

２．「第４次雲南市健康増進実施計画」を振り返って                       ５                      

（１）「第４次雲南市健康増進実施計画」の取り組み内容  ５ 
（２）成果と課題                                                 ５ 

①健康なまちづくりの達成度目標の評価   ５ 
②ライフステージ別の取り組みの評価   ７ 

（３）今後求められる活動         １７ 
３．「第５次雲南市健康増進実施計画」の基本的な方向                    １８  

（１）健康なまちづくり目標と柱 １８

（２）ライフコースを踏まえた、ライフステージごとの目指す姿と取り組み １９ 
（３）健康スローガンと関係機関等の取り組み   ２４ 
（４）第５次雲南市健康増進実施計画の成果指標   ３０ 

４．「第５次雲南市健康増進実施計画」の体系図                        ３７  

 
５．第５次雲南市健康増進実施計画進行管理表                        ３８  

 
参考資料                                                                                      

健康を取り巻く状況 資料集 ４１

第５次雲南市健康増進実施計画策定の経過   ５５ 
雲南市健康づくり推進協議会要綱   ５６ 
雲南市健康づくり推進協議会委員名簿   ５７ 



目 次

 
１．「第５次雲南市健康増進実施計画」概要                            １                   

（１）計画策定の背景と趣旨 １ 
（２）計画の概要 １ 
（３）計画の位置づけ                                                     １ 
（４）計画の期間 ２ 
（５）計画の策定体制 ２

（６）関係機関の役割と推進体制 ３

（７）進行管理 ４

２．「第４次雲南市健康増進実施計画」を振り返って                       ５                      

（１）「第４次雲南市健康増進実施計画」の取り組み内容  ５ 
（２）成果と課題                                                 ５ 

①健康なまちづくりの達成度目標の評価   ５ 
②ライフステージ別の取り組みの評価   ７ 

（３）今後求められる活動         １７ 
３．「第５次雲南市健康増進実施計画」の基本的な方向                    １８  

（１）健康なまちづくり目標と柱 １８

（２）ライフコースを踏まえた、ライフステージごとの目指す姿と取り組み １９ 
（３）健康スローガンと関係機関等の取り組み   ２４ 
（４）第５次雲南市健康増進実施計画の成果指標   ３０ 

４．「第５次雲南市健康増進実施計画」の体系図                        ３７  

 
５．第５次雲南市健康増進実施計画進行管理表                        ３８  

 
参考資料                                                                                      

健康を取り巻く状況 資料集 ４１

第５次雲南市健康増進実施計画策定の経過   ５５ 
雲南市健康づくり推進協議会要綱   ５６ 
雲南市健康づくり推進協議会委員名簿   ５７ 

１．「第５次雲南市健康増進実施計画」概要                              

（１）計画策定の背景と趣旨

①背景

近年、新興感染症の流行や急速なデジタル化、経済状況の変化、災害の多発など、社会環

境が大きく変化しました。これに伴い健康格差の拡大が懸念され、地域の実態を捉えた多

様な健康増進の取り組みが求められています。また、高齢化の進展による介護保険需要の

高まり、少子化対策等、これまで取り組んできた課題についても、取り組みを強化するこ

とが必要です。

②国の動向

令和６年度からの第５次国民健康づくり対策「二十一世紀における第三次国民健康づく

り運動（健康日本 第三次 ）」では、基本的な方向を①健康寿命の延伸・健康格差の縮

小、②個人の行動と健康状態の改善、③社会環境の質の向上、④ライフコースアプローチ

（※ ）を踏まえた健康づくりの４つとしています。個人の行動と健康状態の改善及び社会

環境の質の向上の取り組みを進めることで、健康寿命の延伸・健康格差の縮小の実現を目

指します。

（２）計画の概要

『めざせ健康長寿日本一！健康都市うんなん』

『めざせ健康長寿日本一！健康都市うんなん』を基本理念に、年齢や障がいの有無に関わ

らず、すべての人が生涯を通じ、いつまでも住み慣れた地域で、その人の望む生きがいを感

じながら、輝いた人生を送ることができるよう、市民・地域と行政がともに手を携え、住民

主体の通いの場の創出など地域全体で健康を育む環境づくりを展開し、健康都市うんなんの

実現を目指します。

（３）計画の位置づけ

本計画は、国の「健康日本 （※ ）」「健やか親子 （※ ）」「健康寿命延伸プラン（※ ）」

を踏まえ、今後の本市健康増進施策を推進するための指針とするものです。「雲南市総合計画」

「雲南市総合保健福祉計画」を上位計画とし、上位計画を具体的に実施していくために必要

な施策を明らかにします。

他の法律の規定による計画・指針等であって健康増進、母子保健に関する事項を定めるも

のとの調和を保ち、公衆衛生、社会福祉その他密接に関連を有する次の施策との連携を図る

よう努めます。

・健康増進法（平成 年法律第 号）に定める基本方針及び都道府県健康増進計画

・少子化対策基本法（平成 年法律第 号）第７条の規定に基づく大綱（「子ども・子育

てビジョン」（平成 年１月 日閣議決定））

・子ども・子育て支援法（平成 年法律第 号）に基づく子ども・子育て支援事業計画及

び都道府県子ども・子育て支援事業計画

・食育基本法（平成 年法律第 号）に基づく食育推進基本計画



・国民健康保険法（昭和 年 月 日法律第 号）に基づく保健事業の実施等に関する

指針の一部改正（平成 年６月 日閣議決定）に基づくデータヘルス計画

・自殺対策基本法（平成 年法律第 号）第 条の規定に基づく市町村自殺対策計画

（４）計画の期間

本計画は、令和７年度を初年度とし、目標達成を令和 年度とする５年間の計画とします。

（５）計画の策定体制

本計画の策定にあたり、保健関係者（素案作成作業部会）で検討を行い、健康づくり推進

協議会専門部会（策定作業部会）、健康づくり推進協議会（策定会議）において検討を重ね、

第４次雲南市健康増進実施計画を評価し、第５次雲南市健康増進実施計画を策定しました。

また、令和７年１月６日から令和７年２月６日までを期間として、パブリックコメント（計

画案に対する意見募集）を実施し、市民からの意見集約に努めました。

≪策定体制≫

会議体 構成団体（敬称略）

健康づくり推進協議会

策定会議

雲南医師会、奥出雲コスモ病院、雲南歯科医師会、雲南保健所、島

根県立大学、地域自主組織連絡協議会、がん検診すすめ隊、雲南市

地域運動指導員連絡協議会、雲南市食生活改善推進協議会、雲南市

スポーツ推進委員協議会、雲南ひまわり福祉会、よしだ福祉会、キ

ラキラ雲南、雲南市商工会、雲南市民生児童委員協議会、雲南市社

会福祉協議会、雲南市幼・保・こ管理職会、雲南市教育委員会

専門部会

策定作業部会

【すくすく部会】がん検診すすめ隊、雲南市食生活改善推進協議会、

キラキラ雲南、雲南市スポーツ推進委員協議会、雲南市民生児童委

員協議会、雲南保健所、養護教諭代表、幼稚園教諭代表、保育所保

育士代表、こども家庭支援課、長寿障がい福祉課、健康推進課、身

体教育医学研究所うんなん

【きらきら部会】がん検診すすめ隊、雲南市食生活改善推進協議会、

雲南市商工会、雲南ひまわり福祉会、ＪＡしまね雲南地区本部、雲

南保健所、雲南市立病院保健推進課、長寿障がい福祉課、健康推進

課、身体教育医学研究所うんなん

【はつらつ部会】がん検診すすめ隊、雲南市地域運動指導員連絡協

議会、雲南市食生活改善推進協議会、雲南市スポーツ推進委員協議

会、よしだ福祉会、雲南市民生児童委員協議会、雲南市社会福祉協

議会、雲南市地域包括支援センター、雲南保健所、長寿障がい福祉

課、健康推進課、身体教育医学研究所うんなん

保健関係者

素案作成作業部会

雲南市地域包括支援センター、雲南市立病院保健推進課、人事課、

こども家庭支援課、長寿障がい福祉課、健康推進課、身体教育医学

研究所うんなん、保健医療政策課



・国民健康保険法（昭和 年 月 日法律第 号）に基づく保健事業の実施等に関する

指針の一部改正（平成 年６月 日閣議決定）に基づくデータヘルス計画

・自殺対策基本法（平成 年法律第 号）第 条の規定に基づく市町村自殺対策計画

（４）計画の期間

本計画は、令和７年度を初年度とし、目標達成を令和 年度とする５年間の計画とします。

（５）計画の策定体制

本計画の策定にあたり、保健関係者（素案作成作業部会）で検討を行い、健康づくり推進

協議会専門部会（策定作業部会）、健康づくり推進協議会（策定会議）において検討を重ね、

第４次雲南市健康増進実施計画を評価し、第５次雲南市健康増進実施計画を策定しました。

また、令和７年１月６日から令和７年２月６日までを期間として、パブリックコメント（計

画案に対する意見募集）を実施し、市民からの意見集約に努めました。

≪策定体制≫

会議体 構成団体（敬称略）

健康づくり推進協議会

策定会議

雲南医師会、奥出雲コスモ病院、雲南歯科医師会、雲南保健所、島

根県立大学、地域自主組織連絡協議会、がん検診すすめ隊、雲南市

地域運動指導員連絡協議会、雲南市食生活改善推進協議会、雲南市

スポーツ推進委員協議会、雲南ひまわり福祉会、よしだ福祉会、キ

ラキラ雲南、雲南市商工会、雲南市民生児童委員協議会、雲南市社

会福祉協議会、雲南市幼・保・こ管理職会、雲南市教育委員会

専門部会

策定作業部会

【すくすく部会】がん検診すすめ隊、雲南市食生活改善推進協議会、

キラキラ雲南、雲南市スポーツ推進委員協議会、雲南市民生児童委

員協議会、雲南保健所、養護教諭代表、幼稚園教諭代表、保育所保

育士代表、こども家庭支援課、長寿障がい福祉課、健康推進課、身

体教育医学研究所うんなん

【きらきら部会】がん検診すすめ隊、雲南市食生活改善推進協議会、

雲南市商工会、雲南ひまわり福祉会、ＪＡしまね雲南地区本部、雲

南保健所、雲南市立病院保健推進課、長寿障がい福祉課、健康推進

課、身体教育医学研究所うんなん

【はつらつ部会】がん検診すすめ隊、雲南市地域運動指導員連絡協

議会、雲南市食生活改善推進協議会、雲南市スポーツ推進委員協議

会、よしだ福祉会、雲南市民生児童委員協議会、雲南市社会福祉協

議会、雲南市地域包括支援センター、雲南保健所、長寿障がい福祉

課、健康推進課、身体教育医学研究所うんなん

保健関係者

素案作成作業部会

雲南市地域包括支援センター、雲南市立病院保健推進課、人事課、

こども家庭支援課、長寿障がい福祉課、健康推進課、身体教育医学

研究所うんなん、保健医療政策課

（６）関係機関の役割と推進体制

市民を取り巻くあらゆる団体、関係機関が連携しあうことで、第３次雲南市総合計画の施

策名でもある「みんながずっと元気なまち」の達成を目指します。

●「専門部会」では、健康課題の解決に向けた方策を協議・検討します。

・部会を構成する市民、関係機関、団体、その他の健康づくりを進める組織等と健康課題を

共有し、現状や対策について意見交換します。

・部会の委員は部会での協議内容を各所属で報告し、健康課題の解決に向け主体的に実践

を行います。

●「雲南市健康づくり推進協議会」では部会での取り組みを報告し、健康増進施策への提言

を行います。

・健康づくりに関係する団体等関係機関や、地域での健康づくりを推進する地域自主組織

等の参画により、市民の健康づくりを推進する施策の提言・実施など、官民が一体とな

った事業を展開する組織です。

・委員へ雲南市の健康課題を提示し、実践・評価しつつ、ともに解決策を探り、官民一体と

なった事業の推進を図ります。

・地域の健康課題解決に向け、多様な分野と連携した健康なまちづくりの取り組みを推進

します。

●科学的根拠に基づく適切な健康行動（身体活動、食など）の促進による健康づくりをしま

す。

・各施策の健康への影響に関する評価・分析の基盤整備を進め、中長期的な効果検証（見え

る化）に取り組みます。

≪雲南市健康づくり推進協議会 推進体制図≫

目標：みんながずっと元気なまち

雲南市健康づくり推進協議会

役割 ①施策の提言と実施 ②官民一体となった事業推進の母体

雲南市健康づくり推進協議会

すくすく部会

（親子の健康づくり）

きらきら部会

（青壮年期の健康づくり）

はつらつ部会

（高齢期の健康づくり）

こころの健康づくり（精神保健）

実践・評価

市民・関係機関・団体・健康づくりを進める組織等

提言

実践

健康課題を提示

検証



（７）進行管理

●計画の進行管理は、健康づくり推進協議会及び各部会において実施します。 
・年度ごとに健康づくり推進協議会及び各部会において事業計画を立案し、計画に基づき

事業を実施します。実施結果については年度末に評価を行います。 
・中間年度（ ９年度）と最終年度（ 年度）に、第５次雲南市健康増進実施計画の取り

組みについて成果と課題を整理し、実践度を評価します。 
・計画の進行管理は、ＰＤＣＡサイクル（※ ）に基づいて行います。 

●健康なまちづくり目標の達成状況を評価する、重点指標、ライフステージ（※ ）別指標に

ついて、年度ごとに収集・分析し、活動の評価を行います。 
 
≪スケジュール≫

年度
６６

（（ ））

７７

（（ ））

８８

（（ ））

９９

（（ ）） （（ ）） （（ ））

第５次

雲南市健

康増進実

施計画

計画策定 中間評価 最終評価

成果指標 設定 確認 確認 確認・検討 確認 最終評価

事業進行

管理
設定 確認 確認 確認・検討 確認 最終評価

※ ライフコースアプローチ

現在の健康状態は、これまでの生活習慣からの影響を受けており、今後社会環境等の影響を受ける可能性や

次世代の健康にも影響を及ぼす可能性があります。このことを踏まえた、胎児期から高齢期に至るまでの人

の生涯を経時的に捉えた健康づくりのことをいいます。

※ 健康日本

二十一世紀における国民健康づくり運動の中で、平成 年より展開。

※ 健やか親子

関係者、関係機関・団体が一体となって推進する母子保健の国民運動。平成 年より展開。

※ 健康寿命延伸プラン

健康寿命の目標と、その目標を達成するための施策について定めたもの。令和元年に策定。

※ サイクル

（計画） （実行） （評価） （改善）を繰り返しながら、実態に即した活動を展開し、健

康なまちづくりのために行う一連の活動を指します。

※ ライフステージ

人の誕生から成長発展の過程について、乳幼児期、学童期、青・壮年期、高齢期と、いくつかの段階に分け

て考えたものです。

計計画画期期間間



（７）進行管理

●計画の進行管理は、健康づくり推進協議会及び各部会において実施します。 
・年度ごとに健康づくり推進協議会及び各部会において事業計画を立案し、計画に基づき

事業を実施します。実施結果については年度末に評価を行います。 
・中間年度（ ９年度）と最終年度（ 年度）に、第５次雲南市健康増進実施計画の取り

組みについて成果と課題を整理し、実践度を評価します。 
・計画の進行管理は、ＰＤＣＡサイクル（※ ）に基づいて行います。 

●健康なまちづくり目標の達成状況を評価する、重点指標、ライフステージ（※ ）別指標に

ついて、年度ごとに収集・分析し、活動の評価を行います。 
 
≪スケジュール≫

年度
６６

（（ ））

７７

（（ ））

８８

（（ ））

９９

（（ ）） （（ ）） （（ ））

第５次

雲南市健

康増進実

施計画

計画策定 中間評価 最終評価

成果指標 設定 確認 確認 確認・検討 確認 最終評価

事業進行

管理
設定 確認 確認 確認・検討 確認 最終評価

※ ライフコースアプローチ

現在の健康状態は、これまでの生活習慣からの影響を受けており、今後社会環境等の影響を受ける可能性や

次世代の健康にも影響を及ぼす可能性があります。このことを踏まえた、胎児期から高齢期に至るまでの人

の生涯を経時的に捉えた健康づくりのことをいいます。

※ 健康日本

二十一世紀における国民健康づくり運動の中で、平成 年より展開。

※ 健やか親子

関係者、関係機関・団体が一体となって推進する母子保健の国民運動。平成 年より展開。

※ 健康寿命延伸プラン

健康寿命の目標と、その目標を達成するための施策について定めたもの。令和元年に策定。

※ サイクル

（計画） （実行） （評価） （改善）を繰り返しながら、実態に即した活動を展開し、健

康なまちづくりのために行う一連の活動を指します。

※ ライフステージ

人の誕生から成長発展の過程について、乳幼児期、学童期、青・壮年期、高齢期と、いくつかの段階に分け

て考えたものです。

計計画画期期間間

２．「第４次雲南市健康増進実施計画」を振り返って                         

（１）「第４次雲南市健康増進実施計画」の取り組み内容

第４次雲南市健康増進実施計画では、日常生活のなかで自然に健康づくりに繋がるような

環境の整備について、年代や地域などの所属によって生じる健康格差（※ ）ができるだけ小

さくなるよう、地域ぐるみで取り組む健康づくりを推進しました。

【成果】

〇健康づくり推進協議会と各部会を中心として、構成団体が主体的に健康づくりに取り組め

るよう、令和４年度「こころ・休養」、令和５年度「歯科・口腔」、令和６年度「たばこ・

アルコール」と全体で取り組むテーマを決め、重点的に啓発するなど活動を展開しました。

〇地区担当保健師が地域診断に基づく健康課題を明らかにし、地域自主組織や住民との対話

を基本とし、各地域の実情に応じた健康な地域づくりを推進しました。

〇市民の身近なところで健康づくりを推進する食生活改善推進員、地域運動指導員、母子保

健推進員を計画的・継続的に養成し、地域での活動を支援しました。

（２）成果と課題

①健康なまちづくりの達成度目標の評価

健康なまちづくりの達成度を評価する目標として基本目標、健康目標、ライフステージ別

目標（妊娠準備期・妊娠期・乳幼児期、学童・思春期、青年期・壮年期、高齢期）を設定しま

した。ライフステージ別目標は「ＱＯＬ（※ ）・健康」、「行動・学習」、「組織・資源・

環境」の３つの評価指標レベルがあります。

目標

評価

目標

達成

目標未達

成だが改

善傾向

目標

未達成

評価

困難

項目数

計

改善率

※

基本目標

健康目標

計

妊娠準備期・妊娠

期・乳幼児期、学

童・思春期

ＱＯＬ・健康

行動・学習

組織・資源・環境

計

青年期・壮年期

ＱＯＬ・健康

行動・学習

組織・資源・環境

計

高齢期

ＱＯＬ・健康

行動・学習

組織・資源・環境

計

※（「目標達成」＋「目標未達成だが改善傾向」）÷（項目数計）



【成果】

基本目標は全て目標達成、健康目標は脳血管疾患年齢調整死亡率（※ ）など６項目で目標

達成しました。「ＱＯＬ・健康」は妊娠準備期・妊娠期・乳幼児期、学童・思春期、青年期・

壮年期で、「行動・学習」は高齢期で 以上改善しました。「組織・資源・環境」は、全て

のライフステージで 以上改善しました。

【課題】

「ＱＯＬ・健康」は高齢期で改善率が低くなっており、一人ひとりの健康状態にあった健

康づくりができるよう、啓発や支援が必要です。「行動・学習」は妊娠準備期・妊娠期・乳幼

児期、学童・思春期、青年期・壮年期で改善率が低くなっており、健康づくりのための知識の

普及・啓発や、行動できるような環境づくりが必要です。

基本目標

指標 性別
令和元年度

現状値
目標値 令和５年度実績 評価

平均寿命を延伸する（歳）
男 延伸 〇

女 延伸 〇

歳平均自立期間（※ ）を延

伸する（年）

男 延伸 〇

女 延伸 〇

健康目標

指標 性別
令和元年度現

状値
目標値 令和５年度実績 評価

全年齢の全がん年齢調整死亡率

を減少させる

人口 万対

男 減らす 〇

女 減らす ✕

全年齢の脳血管疾患年齢調整死

亡率を減少させる

人口 万対

男 減らす 〇

女 減らす 〇

全年齢の虚血性心疾患年齢調整

死亡率を減少させる

人口 万対

男 減らす ✕

女 〇

自殺死亡率を ％減少させる

人口 万対
男女計

～ ）

以下

～ ～
〇

生きがいをもっている市民を増

やす（％）
男女計 増やす 〇

評価：達成…〇、目標未達成だが改善傾向・改善…改、未達成…✕、評価困難…※

※ 健康格差

個人の地域や社会経済状況の違いによる集団における健康状態の差のことを言います。国の健康寿命延伸プ

ランの中で、「地域・保険者間の格差の解消」を図り、先駆的な取り組みを横展開して底上げを図り、国全

体で健康寿命を延伸することとされています。

※ ＱＯＬ（ ）

一般に一人ひとりの人生の内容の質や社会的にみた生活の質のことを指し、ある人がどれだけ人間らしい生

活や自分らしい生活を送り人生に幸福を見出しているか、ということを尺度としてとらえる概念です。

※ 年齢調整死亡率

人口規模や年齢構成が異なる地域の死亡について、その年齢構成の差を取り除いて比較ができるよう、基準

人口で補正して求める死亡率です。

※ 歳平均自立期間

島根県では、人口、死亡数、介護保険要介護認定者数（介護度２～５）を用い、「 歳平均自立期間（

歳の時点においてその後自立した生活を送ることができる期間）」を算出して、健康寿命を評価する指標と

して用いており、本計画も県に準拠しています。



【成果】

基本目標は全て目標達成、健康目標は脳血管疾患年齢調整死亡率（※ ）など６項目で目標

達成しました。「ＱＯＬ・健康」は妊娠準備期・妊娠期・乳幼児期、学童・思春期、青年期・

壮年期で、「行動・学習」は高齢期で 以上改善しました。「組織・資源・環境」は、全て

のライフステージで 以上改善しました。

【課題】

「ＱＯＬ・健康」は高齢期で改善率が低くなっており、一人ひとりの健康状態にあった健

康づくりができるよう、啓発や支援が必要です。「行動・学習」は妊娠準備期・妊娠期・乳幼

児期、学童・思春期、青年期・壮年期で改善率が低くなっており、健康づくりのための知識の

普及・啓発や、行動できるような環境づくりが必要です。

基本目標

指標 性別
令和元年度

現状値
目標値 令和５年度実績 評価

平均寿命を延伸する（歳）
男 延伸 〇

女 延伸 〇

歳平均自立期間（※ ）を延

伸する（年）

男 延伸 〇

女 延伸 〇

健康目標

指標 性別
令和元年度現

状値
目標値 令和５年度実績 評価

全年齢の全がん年齢調整死亡率

を減少させる

人口 万対

男 減らす 〇

女 減らす ✕

全年齢の脳血管疾患年齢調整死

亡率を減少させる

人口 万対

男 減らす 〇

女 減らす 〇

全年齢の虚血性心疾患年齢調整

死亡率を減少させる

人口 万対

男 減らす ✕

女 〇

自殺死亡率を ％減少させる

人口 万対
男女計

～ ）

以下

～ ～
〇

生きがいをもっている市民を増

やす（％）
男女計 増やす 〇

評価：達成…〇、目標未達成だが改善傾向・改善…改、未達成…✕、評価困難…※

※ 健康格差

個人の地域や社会経済状況の違いによる集団における健康状態の差のことを言います。国の健康寿命延伸プ

ランの中で、「地域・保険者間の格差の解消」を図り、先駆的な取り組みを横展開して底上げを図り、国全

体で健康寿命を延伸することとされています。

※ ＱＯＬ（ ）

一般に一人ひとりの人生の内容の質や社会的にみた生活の質のことを指し、ある人がどれだけ人間らしい生

活や自分らしい生活を送り人生に幸福を見出しているか、ということを尺度としてとらえる概念です。

※ 年齢調整死亡率

人口規模や年齢構成が異なる地域の死亡について、その年齢構成の差を取り除いて比較ができるよう、基準

人口で補正して求める死亡率です。

※ 歳平均自立期間

島根県では、人口、死亡数、介護保険要介護認定者数（介護度２～５）を用い、「 歳平均自立期間（

歳の時点においてその後自立した生活を送ることができる期間）」を算出して、健康寿命を評価する指標と

して用いており、本計画も県に準拠しています。

②ライフステージ別の取り組みの評価

生涯を通じて心身ともに健康で自己実現を図ることができ、人生の質を高められるよう、

ライフステージを通じた健康の保持増進と疾病の予防、早期発見、適切な管理による重症化

の予防について健康づくり施策の充実に努めました。

１）妊娠前から妊娠期・乳幼児期（妊娠前から５歳）および学童期・思春期（６歳～ 歳）

取り組み 成果 課題

◎重点 地域、子育て支援

センター、保育所、幼稚園、

小学校、中学校等と連携

し、基本的な生活習慣を身

につけるよう、こどもの健

康管理に努めます。

・乳幼児健診、育児相談、離乳食教室

等で生活習慣の確立にむけて啓発

を実施しました。

・関係機関と連携し、生活習慣に関す

る課題等を共有・検討、取り組みが

できました。

・全小中学校でフッ化物洗口が定着

しました。

・学校の運動器健診を通じた運動器

の啓発が実施できました。学校保健

統計の分析・有効活用ができまし

た。

・妊娠期からの個別支援を実施しま

した。妊婦８か月アンケートによっ

て生活習慣を聞き取り、希望者のみ

指導を実施しました。

・こどもの生活習慣（食生活、

起床、就寝、メディア等）の

確立が難しい面も増加して

います。適切な生活習慣の基

礎作りのため、こどもと大人

の双方への働きかけが必要

です。

・メディア対策（ルールを守り

上手に付き合う）を継続して

実施する必要があります。

◎重点 病院や各関係機

関との連携により妊娠期

からの丁寧な関わりによ

るフォローアップ体制を

さらに充実させ、発達や療

育に不安のある親子を支

援します。

・関係機関・団体と連携し、妊娠期の

母親や、こどもの発達に関する保護

者の不安に寄り添い、丁寧に支援す

ることができました。

・丁寧な関わりにより、出産後安定し

て育児を行える人が増えました。

・精神面の不調により支援を要

する妊産婦の割合が増えて

います。

・育児不安のある母親や発達に

課題のあるこどもが増加傾

向にあり、親子ともに支援が

必要なことも少なくありま

せん。関係機関と連携した丁

寧な支援が必要です。

◎重点 児童生徒が自ら

の心身の健康に関心を持

ち、健康の維持・向上に取

り組めるよう、また自分自

身や他人の命を大切にし、

困った時に「助けて」と言

えるよう、学校をはじめと

した地域の関係機関・関係

団体が連携し、啓発を行う

ための仕組みを検討しま

す。

・養護教諭・民生児童委員協議会等へ

ゲートキーパー（※ ）研修を実施

しました。

・養護教諭との情報共有・意見交換を

実施し、連携を強化できました。ひ

きこもり支援のための居場所につ

いて、常設化に向け検討を重ねてい

ます。

・不登校児童生徒は増加してい

ます。ひきこもりに繋がる不

登校児、ヤングケアラーとな

ったこどもへの精神的な不

調に対する支援を検討する

必要があります。

・困った時に「助けて」と言え

るよう、学校をはじめとした

地域の関係機関・関係団体が

連携する仕組みを検討する

に至っていません。

親子間での愛着を形成

し、完璧でなくてもほどよ

い子育てが自然にできる

親子を増やし、誰もが受け

入れられ住みやすいと感

じられるよう、また、災害

弱者を守るために、地域に

・関係機関と、愛着形成、離乳食、多

胎児育児、男性の育児参加等につい

て協議検討できました。

・親子の絆づくりプログラム、母子保

健推進員による身近な支援、ふれあ

いあそびの普及啓発等により、親子

の愛着形成を促す取り組みを展開

できました。

・情報過多で、子育てができに

くい環境が増加傾向にあり

ます。情報の選択ができにく

く子育てに不安を感じてい

る保護者への丁寧な支援が

必要です。

・多様性を認めながら、孤立し

ない地域づくりを進めます。



取り組み 成果 課題

おける子育て支援体制を

強化します。

妊娠に関する相談の充

実及び妊産婦や乳児期の

心と体の健康を守るため

の支援として、不妊治療助

成、各種妊産婦健診、産後

ケア事業、産前産後サポー

ト事業、新生児聴覚検査を

継続して進めます。

・各種事業を実施することにより妊

産婦や乳児期の心と体の健康を推

進しました。

・母親が自身の体調管理及びケ

アすることの必要性に気づ

き、取り組むことができるよ

う継続的な支援が必要です。

子育て情報を有効に活

用してもらえるようホー

ムページ・フェイスブック

を活用します。また子育て

アプリ等の導入を検討し

ます。

・雲南子育てアプリだっこ、子育てポ

ータルサイトを活用し、子育て世代

が手軽に子育て情報を得ることが

できるよう利便性の向上に努めま

した。

・今後も多様なチャンネルを活

用しながらタイムリーに情

報発信していくことが必要

です。

ＱＯＬ・健康の指標（妊娠前から妊娠期・乳幼児期および学童期・思春期）

指標 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

出生率（雲南圏域） 人口千対 人口千対

合計特殊出生率（雲南市）

低出生体重児の出生割合 ✕

乳児死亡率（雲南圏域） 出生千対

新生児死亡率（雲南圏域） 出生千対

周産期死亡率（雲南圏域） 出生千対

３歳児むし歯のない子の割合 〇

一人平均むし歯本数の減少
歳６か月 本

３歳 本

本

本

本

本

〇

〇

妊娠 週以下での妊娠の届け出

率【健やか親子 】
増加 ✕

ゆったりとした気分でこどもと

過ごせる時間がある母親の割合

【健やか親子 】

４か月

１歳６か月

３歳

〇

〇

〇

歳児でむし歯のない者の割合 ✕

歳児の一人平均むし歯本数 本 本 本 〇

児童・生徒の肥満傾向児の出現率

（肥満度＋ ％以上）

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

減少

減少

減少

維持

✕

〇

✕

✕

児童・生徒の痩身傾向児の出現率

（肥満度－ ％以下）

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

増加

増加

減少

増加

✕

✕

〇

✕

地域の子育てに対する理解や関

心が高いと感じる保護者の割合
〇

子育てについて相談できる相手

がいる保護者の割合
〇



取り組み 成果 課題

おける子育て支援体制を

強化します。

妊娠に関する相談の充

実及び妊産婦や乳児期の

心と体の健康を守るため

の支援として、不妊治療助

成、各種妊産婦健診、産後

ケア事業、産前産後サポー

ト事業、新生児聴覚検査を

継続して進めます。

・各種事業を実施することにより妊

産婦や乳児期の心と体の健康を推

進しました。

・母親が自身の体調管理及びケ

アすることの必要性に気づ

き、取り組むことができるよ

う継続的な支援が必要です。

子育て情報を有効に活

用してもらえるようホー

ムページ・フェイスブック

を活用します。また子育て

アプリ等の導入を検討し

ます。

・雲南子育てアプリだっこ、子育てポ

ータルサイトを活用し、子育て世代

が手軽に子育て情報を得ることが

できるよう利便性の向上に努めま

した。

・今後も多様なチャンネルを活

用しながらタイムリーに情

報発信していくことが必要

です。

ＱＯＬ・健康の指標（妊娠前から妊娠期・乳幼児期および学童期・思春期）

指標 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

出生率（雲南圏域） 人口千対 人口千対

合計特殊出生率（雲南市）

低出生体重児の出生割合 ✕

乳児死亡率（雲南圏域） 出生千対

新生児死亡率（雲南圏域） 出生千対

周産期死亡率（雲南圏域） 出生千対

３歳児むし歯のない子の割合 〇

一人平均むし歯本数の減少
歳６か月 本

３歳 本

本

本

本

本

〇

〇

妊娠 週以下での妊娠の届け出

率【健やか親子 】
増加 ✕

ゆったりとした気分でこどもと

過ごせる時間がある母親の割合

【健やか親子 】

４か月

１歳６か月

３歳

〇

〇

〇

歳児でむし歯のない者の割合 ✕

歳児の一人平均むし歯本数 本 本 本 〇

児童・生徒の肥満傾向児の出現率

（肥満度＋ ％以上）

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

減少

減少

減少

維持

✕

〇

✕

✕

児童・生徒の痩身傾向児の出現率

（肥満度－ ％以下）

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

増加

増加

減少

増加

✕

✕

〇

✕

地域の子育てに対する理解や関

心が高いと感じる保護者の割合
〇

子育てについて相談できる相手

がいる保護者の割合
〇

行動・学習の指標（妊娠前から妊娠期・乳幼児期および学童期・思春期）

指標 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

妊婦の喫煙率

Ｒ
１
年

７
月
末
暫
定
値

✕

４か月で母乳を継続する人の割合 ✕

朝食を欠食している幼児の割合
１歳６か月

３歳

改

✕

テレビ、ＤＶＤの視聴が１日１時

間未満である児の割合

１歳６か月

３歳 増加

✕

✕

３歳児でゲーム機器・スマホで遊

ばない児の割合
✕

こどもと一緒にふれあう父親の割

合

１歳６か月

３歳

維持 〇

〇

３歳児で７時までに起きる児の割

合
増加 ✕

毎日仕上げ磨きをする親の割合

【健やか親子 】

１歳６か月

３歳

増加

増加

〇

〇

歯磨き習慣がある児の割合
１歳６か月

３歳

改

改

時までに寝る幼児の割合
１歳６か月

３歳

増加

増加

✕

✕

フッ化物歯面塗布をしたことがあ

る児の割合 （ 歳児）
✕

乳幼児健康診査の受診率

【健やか親子 】

４か月

１歳６か月

３歳

改

改

✕

新生児聴覚検査受診率 ✕

ごはんと味噌汁が調理できる児

童・生徒の割合 【食育計画】

小６

中３

調査なし

調査なし

※

※

弁当の日に自分で弁当を作る割合
小６

中３

改

改

毎日朝食を食べる児童・生徒の割

合

小６

中３

改

改

「１日１回以上は家族そろって食

事をする」に、はい・だいたいは

いと回答した児童・生徒の割合

小６

中３

調査未実施

調査未実施

※

※

平日１日当たりのテレビゲーム

パソコン、携帯式含む 実施時間

が 時間以上の児童・生徒の割合

小６

中３
減少

調査未実施

調査未実施

※

※

今住んでいる地域の行事に参加し

ている児童・生徒の割合

小６

中３
増加

✕

✕

１歳までのＢＣＧ接種を終了して

いる者の割合【健やか親子 】
維持 ✕

麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接

種接種率

１期

２期
増加

✕

〇

組織・資源・環境の指標（妊娠前から妊娠期・乳幼児期および学童期・思春期）

指標 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

母子保健アプリ（仮称）加入件数 未実施 件 件 〇

母子保健分野に携わる関係機関との母

子保健についての協議回数 ※参考デー

タ：母子保健連絡調整に係る会議開催数

回 年 回以上 ※ 回 ※



２）青年期・壮年期

取り組み 成果 課題

◎重点 若い時から介護予

防を見据えて、生活習慣病の

実態や健康課題について地

域自主組織等の関係団体（職

域・学校・その他地域の団体）

と共有し、地域ぐるみの健康

づくり活動を推進します。

・地域自主組織と課題等を共有

し、全地域自主組織において地

域と進める健康づくり事業を実

施しました。

・市内企業・事業所やＰＴＡを対

象に出前講座や塩分調査の実

施、減塩に関する啓発媒体を作

成し啓発しました。雲南市立病

院ではドック受診者に塩分チェ

ックシートを実施しています。

・地域の状況に応じて、脳卒中予

防・高血圧対策、メタボからフレ

イル（※ ）予防への切り替え、

歯科、がん、アルコール等の啓発

を実施。青壮年期に会える祭り

や常会等で、地域自主組織、食生

活改善推進員等と協働で企画し

啓発しました。

・島根大学と「健康長寿のまちづ

くりに関する研究」に取り組み、

健康実態調査研究、大学医師に

よる住民向け研修会等の共同事

業を実施しました。

・引き続き、食生活改善推進員や

地域運動指導員などの地域人材

と協働しながら、脳卒中予防・

高血圧対策を中心とした地域ぐ

るみの健康づくり活動を推進す

ることが必要です。

・個人への働きかけ、青壮年期が

所属する団体（職域、ＰＴＡ等）

への働きかけが必要です。

・保健所や雲南市立病院等の関係

機関と連携し、職域の実態把握

や啓発について検討が必要で

す。

◎重点 日常生活の中で自

然に健康づくり、疾病予防が

できる仕組みや環境づくり

について検討していきます。

・地域と進める健康づくり事業を

全地域自主組織で実施し、身近

な場所で血圧測定ができる環境

づくりに努めました。

・しまね健康寿命延伸強化事業
や、職域への伴走型支援を通し

て地域自主組織等の関係機関と

連携した健康づくりの仕組み・

環境整備について一部でモデル

的に実施できました。

・成果のあった効果的な減塩の取

り組みを全市へ、各地区に合っ

た形で拡大させていくことが必

要です。

・地域自主組織と協働した取り組

みだけでは、青壮年期、特に無

関心層への働きかけとしては不

十分であるため、デジタル媒体

等を活用することも検討が必要

です。

・様々な取り組みを通じた自然に

健康になれる環境づくりの検討

が必要です。

◎重点 データヘルス計画

（※ ）、第３次特定健康診

査等実施計画に基づき、特定

健診・特定保健指導の実施率

向上を目指し、生活習慣病の

予防及び重症化予防対策を

進めます。

・特定保健指導は県より高い実施

率を維持できました。

・特定健診受診率は受診率向上の

取り組みにより、徐々に向上し

ています。

・特定健診の受診経験に基づく対

象者整理の結果、特定健診未受

診者のうち「生活習慣病で通院

あり」の人を重点的に受診勧奨

するという方向性を示すことが

できました。

・雲南市立病院と課題を共有し取

り組みの検討ができました。

・特定健診受診率は県平均や他自

治体と比較し低いため、引き続

き受診率向上の取り組みが必要

です。

・効果的な特定保健指導の実施と

既存の社会資源（運動施設や各

種教室等）への接続を行う必要

があります。

・特定健診受診率向上、重症化予

防については、医療機関との連

携を強化していく必要がありま

す。

・糖尿病性腎症となる可能性が高

い人を早期から支援し、人工透



２）青年期・壮年期

取り組み 成果 課題

◎重点 若い時から介護予

防を見据えて、生活習慣病の

実態や健康課題について地

域自主組織等の関係団体（職

域・学校・その他地域の団体）

と共有し、地域ぐるみの健康

づくり活動を推進します。

・地域自主組織と課題等を共有

し、全地域自主組織において地

域と進める健康づくり事業を実

施しました。

・市内企業・事業所やＰＴＡを対

象に出前講座や塩分調査の実

施、減塩に関する啓発媒体を作

成し啓発しました。雲南市立病

院ではドック受診者に塩分チェ

ックシートを実施しています。

・地域の状況に応じて、脳卒中予

防・高血圧対策、メタボからフレ

イル（※ ）予防への切り替え、

歯科、がん、アルコール等の啓発

を実施。青壮年期に会える祭り

や常会等で、地域自主組織、食生

活改善推進員等と協働で企画し

啓発しました。

・島根大学と「健康長寿のまちづ

くりに関する研究」に取り組み、

健康実態調査研究、大学医師に

よる住民向け研修会等の共同事

業を実施しました。

・引き続き、食生活改善推進員や

地域運動指導員などの地域人材

と協働しながら、脳卒中予防・

高血圧対策を中心とした地域ぐ

るみの健康づくり活動を推進す

ることが必要です。

・個人への働きかけ、青壮年期が

所属する団体（職域、ＰＴＡ等）

への働きかけが必要です。

・保健所や雲南市立病院等の関係

機関と連携し、職域の実態把握

や啓発について検討が必要で

す。

◎重点 日常生活の中で自

然に健康づくり、疾病予防が

できる仕組みや環境づくり

について検討していきます。

・地域と進める健康づくり事業を

全地域自主組織で実施し、身近

な場所で血圧測定ができる環境

づくりに努めました。

・しまね健康寿命延伸強化事業
や、職域への伴走型支援を通し

て地域自主組織等の関係機関と

連携した健康づくりの仕組み・

環境整備について一部でモデル

的に実施できました。

・成果のあった効果的な減塩の取

り組みを全市へ、各地区に合っ

た形で拡大させていくことが必

要です。

・地域自主組織と協働した取り組

みだけでは、青壮年期、特に無

関心層への働きかけとしては不

十分であるため、デジタル媒体

等を活用することも検討が必要

です。

・様々な取り組みを通じた自然に

健康になれる環境づくりの検討

が必要です。

◎重点 データヘルス計画

（※ ）、第３次特定健康診

査等実施計画に基づき、特定

健診・特定保健指導の実施率

向上を目指し、生活習慣病の

予防及び重症化予防対策を

進めます。

・特定保健指導は県より高い実施

率を維持できました。

・特定健診受診率は受診率向上の

取り組みにより、徐々に向上し

ています。

・特定健診の受診経験に基づく対

象者整理の結果、特定健診未受

診者のうち「生活習慣病で通院

あり」の人を重点的に受診勧奨

するという方向性を示すことが

できました。

・雲南市立病院と課題を共有し取

り組みの検討ができました。

・特定健診受診率は県平均や他自

治体と比較し低いため、引き続

き受診率向上の取り組みが必要

です。

・効果的な特定保健指導の実施と

既存の社会資源（運動施設や各

種教室等）への接続を行う必要

があります。

・特定健診受診率向上、重症化予

防については、医療機関との連

携を強化していく必要がありま

す。

・糖尿病性腎症となる可能性が高

い人を早期から支援し、人工透

取り組み 成果 課題

・特定健診慢性腎臓病フローの運

用による併診の仕組みづくりや

糖尿病・ＣＫＤ対策検討会議等

で医療機関との連携を図ること

ができました。

析への移行を減らす必要があり

ます。

◎重点 自死対策総合計画

に基づき、地域における保

健・医療・福祉・教育・労働

その他関連施策が有機的な

連携を図り、働き盛りの自死

対策を進めます。

・民生児童委員、居宅介護支援専

門員、相談支援専門員等を対象

にゲートキーパー養成講座を実

施。壮年期への健康教育、市役所

窓口で啓発媒体の配布に取り組

みました。

・心のサポーター指導者養成研修

を受講し、行政保健師の指導技

術の向上を図りました。

・ 次計画策定後（ 年～）の

雲南市の自死者数はおおむね年

間 人未満で推移しています

が、新型コロナウイルス流行後

の 年からは自死者数、自殺

死亡率（単年度）ともやや増加し

ました。

・精神疾患を有する青年期の者

（自立支援医療受給者より集

計）が増えています。原因も分

かりにくいことがあります。Ｓ

ＮＳやホームページ等、多様な

媒体を活用した情報発信が必要

です。

・心の健康に対し正しい理解ので

きる住民を育て、誰もが住みや

すい地域づくりを行うことが必

要です。

精度の高い組織型がん検

診の実施に向け、検診体制の

見直しを図ります。

・関係機関との連携を図りなが

ら、二重読影の体制構築を行い、

令和６年度から胃内視鏡検査を

開始できました。

・精度管理検討会を設置し、市内

医師とがん検診の精度管理につ

いて検討する場を設けることが

できました。

・「人間ドックにおける胃内視鏡

検査」と「胃内視鏡検診」の仕組

みを整理していく必要がありま

す。

・個別大腸がん検診および乳がん

検診は精度管理体制が不十分で

あるため、医療機関の理解を得

ながら、検診実施体制を検討、

見直す必要があります。

・受診間隔管理や受診勧奨通知と

いった、受診者管理の仕組みづ

くりが必要です。

地域の人材と協働しなが

ら、がん検診・精密検査の受

診率向上を目指した取り組

みを行います。

・地域自主組織やがん検診すすめ

隊等と連携し、様々な場で啓発

できました。

・大腸がん検診では、地域自主組

織における郵送法の検診申込受

付が定着し、受診者数が維持で

きています。

・ターゲットを明確にした個別通

知による受診勧奨を行うことが

できました。

・さらなる受診率向上を目指し

て、対象に応じた啓発に取り組

むことが必要です。

多量飲酒や喫煙、肥満や運

動不足などの生活習慣改善

に向けた啓発を行います。

・食生活改善推進員や地域運動指

導員等と連携し、生活習慣改善

の啓発が実施できました。

・妊娠届出時、特定健診受診者や

特定保健指導時等に禁煙指導と

受動喫煙防止の啓発を実施しま

した。

・生活習慣に関する正しい知識の

普及啓発を実施する必要があり

ます。

・高血圧対策として、減塩に加え、

適正飲酒対策に関する啓発の強

化が必要です。



取り組み 成果 課題

・法律改正に伴い、施設内禁煙の

徹底や受動喫煙防止に関する普

及啓発を実施しました。

青壮年が健康に関心を持

つよう、職域や関係機関、マ

スメディア、各種施設等と連

携して健康づくり情報を発

信します。

・地域自主組織や食生活改善推進

員、がん検診すすめ隊等と連携

し、情報発信に努めました。

・健診申込みをデジタル化し、利

便性の向上に努めました。また、

ＬＩＮＥやホームページなどを

活用した啓発に取り組みまし

た。

・健診のしおりのレイアウト変更

や、ＡＩを活用した個人に応じ

た受診勧奨等、分かりやすい情

報発信を行いました。

・ライフコースに応じた健康づく

り情報の発信について検討しま

す。

ＱＯＬ・健康の指標（青年期・壮年期）

指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

胃がん 全年齢
男

減少
〇

女 〇

大腸がん 全年齢
男

減少
〇

女 ✕

肺がん 全年齢
男

減少
〇

女 〇

子宮がん 全年齢 維持 〇

乳がん 全年齢 維持 〇

３
大
疾
患

全
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
）
に
よ

る
死
亡
率

人
口
１
０
万
対

※
５
年
平
均

全がん

～ 歳

男
減少

〇

女 ✕

胃がん

～ 歳

男
維持

✕

女 〇

大腸がん

～ 歳

男
減少

✕

女 ✕

肺がん

～ 歳

男 減少 〇

女 維持 〇

子宮がん

～ 歳
維持 〇

乳がん

～ 歳
維持 〇

虚血性心疾患

～ 歳

男
維持

✕

女 〇

脳血管疾患

～ 歳

男 減少 〇

女 維持 〇

自死年齢調

整死亡率
人口 万対

※５年平均

歳以下

※ 歳～ 歳

男 Ｈ
２
４
～
Ｈ
２
８

平
均

以下 ※ 〇

女 以下 ※ 〇

～ 歳
男 以下 〇

女 以下 ✕

各
種
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

人

口
１
０
万
対

※
５
年
平
均



取り組み 成果 課題

・法律改正に伴い、施設内禁煙の

徹底や受動喫煙防止に関する普

及啓発を実施しました。

青壮年が健康に関心を持

つよう、職域や関係機関、マ

スメディア、各種施設等と連

携して健康づくり情報を発

信します。

・地域自主組織や食生活改善推進

員、がん検診すすめ隊等と連携

し、情報発信に努めました。

・健診申込みをデジタル化し、利

便性の向上に努めました。また、

ＬＩＮＥやホームページなどを

活用した啓発に取り組みまし

た。

・健診のしおりのレイアウト変更

や、ＡＩを活用した個人に応じ

た受診勧奨等、分かりやすい情

報発信を行いました。

・ライフコースに応じた健康づく

り情報の発信について検討しま

す。

ＱＯＬ・健康の指標（青年期・壮年期）

指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

胃がん 全年齢
男

減少
〇

女 〇

大腸がん 全年齢
男

減少
〇

女 ✕

肺がん 全年齢
男

減少
〇

女 〇

子宮がん 全年齢 維持 〇

乳がん 全年齢 維持 〇

３
大
疾
患

全
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
）
に
よ

る
死
亡
率

人
口
１
０
万
対

※
５
年
平
均

全がん

～ 歳

男
減少

〇

女 ✕

胃がん

～ 歳

男
維持

✕

女 〇

大腸がん

～ 歳

男
減少

✕

女 ✕

肺がん

～ 歳

男 減少 〇

女 維持 〇

子宮がん

～ 歳
維持 〇

乳がん

～ 歳
維持 〇

虚血性心疾患

～ 歳

男
維持

✕

女 〇

脳血管疾患

～ 歳

男 減少 〇

女 維持 〇

自死年齢調

整死亡率
人口 万対

※５年平均

歳以下

※ 歳～ 歳

男 Ｈ
２
４
～
Ｈ
２
８

平
均

以下 ※ 〇

女 以下 ※ 〇

～ 歳
男 以下 〇

女 以下 ✕

各
種
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

人

口
１
０
万
対

※
５
年
平
均

指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

国民健康保険１人当たり医療

費
円 円 円 〇

特定健診受診率 ✕

特定保健指導対象者のうち修

了者の割合
暫定 〇

脳卒中年齢調整発症率

全年齢 人口 万対 ※隔年
男 （ ） 減少 （ ） 〇

新規人工透析療法を受ける者

の人数
人 減少 人 〇

糖尿病年齢調整有病率

～ 歳

男 減少 ✕

女 減少 〇

㎡～ ㎡の

適正体重の人の割合

※参考値ＢＭＩによる肥満判

定者（国保 歳～ 歳）

増加
集計なし

※
※

一人平均残存歯数

～ 歳 ※５年ごと

男女

計
Ｈ
２
７
調
査

本 増加 Ｒ
２
調
査

本 〇

一人平均残存歯数

～ 歳 ※５年ごと

男女

計
本 増加 本 〇

行動・学習の指標（青年期・壮年期）

指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

が
ん
検
診
受
診
率

４
０
～
６
９
歳

胃がん検診
男

Ｈ
２
９
年
度
実
績

増加
〇

女 ✕

肺がん検診
男

増加
✕

女 ✕

大腸がん検診
男 ✕

女 ✕

子宮頸がん検診

～ 歳）
増加

✕

乳がん検診 ✕

が
ん
検
診
受
診
率

４
０
～
６
４
歳

胃がん検診
男 増加

※集計方法変更に

よりデータなし

※

女 増加 ※

肺がん検診
男 増加 ※

女 増加 ※

大腸がん検診
男 増加 ※

女 増加 ※

子宮頸がん検診 増加 ※

乳がん検診 増加 ※

子宮頸がん検診

～ 歳
増加 ※

子宮頸がん検診

～ 歳
増加 ※



指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

がん検診精

密検査受診

率 集団健

診・前年受

診者の精密

検査結果

胃がん検診

全年齢

男

年度

受診者精

密検査結

果

✕

女 ✕

肺がん検診

全年齢

男 ✕

女 ✕

大腸がん検診

全年齢

男 ✕

女 ✕

子宮頸がん検診

全年齢
✕

乳がん検診

全年齢
〇

成人歯周病検診受診率
男女

計
増加 〇

喫煙習慣の

ある人の割合

～ 歳 男

減少

〇

～ 歳 男 ✕

～ 歳 男 〇

～ 歳 女

減少

〇

～ 歳 女 〇

～ 歳 女 〇

朝昼夕の３食以外に間食や

甘いものを毎日摂取する人

の割合

減少 データなし ※

日当たりの飲酒が２合以

上の人の割合

※参考値 毎日飲酒ありの

人 国保 歳～ 歳 粗率

減少
男
女
計
の
デ
ー
タ
な
し

※男：

※女：
※

毎日飲酒している人の割合

（ ～ 歳）
減少

※男：

※女：
※

睡眠で休養が充分とれてい

る人の割合

※「睡眠で休養が充分とれ

ていない人」データから逆

算して算出

増加
※男：

※女：
※

日常的に健康づくりに取り

組んでいる人の割合
✕

週１回以上スポーツや運動

をしている人の割合
増加 〇

組織・資源・環境の指標（青年期・壮年期）

指標 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

交流センター施設内禁煙施設の割合 維持 〇

ゲートキーパー養成数 人 人 人 〇

３）高齢期（ 歳以上）

取り組み 成果 課題

◎重点 高齢期の社会参

加の促進となるよう、地域

での健康づくりと介護予

・サロン、幸雲体操等、高齢期の人が

地域で健康づくりと介護予防に取

り組める場は充実してきています。

・高齢期を迎えたばかりの年代の

通いの場や介護予防の利用は少

ない現状です。一方、個人のＱＯ



指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

がん検診精

密検査受診

率 集団健

診・前年受

診者の精密

検査結果

胃がん検診

全年齢

男

年度

受診者精

密検査結

果

✕

女 ✕

肺がん検診

全年齢

男 ✕

女 ✕

大腸がん検診

全年齢

男 ✕

女 ✕

子宮頸がん検診

全年齢
✕

乳がん検診

全年齢
〇

成人歯周病検診受診率
男女

計
増加 〇

喫煙習慣の

ある人の割合

～ 歳 男

減少

〇

～ 歳 男 ✕

～ 歳 男 〇

～ 歳 女

減少

〇

～ 歳 女 〇

～ 歳 女 〇

朝昼夕の３食以外に間食や

甘いものを毎日摂取する人

の割合

減少 データなし ※

日当たりの飲酒が２合以

上の人の割合

※参考値 毎日飲酒ありの

人 国保 歳～ 歳 粗率

減少
男
女
計
の
デ
ー
タ
な
し

※男：

※女：
※

毎日飲酒している人の割合

（ ～ 歳）
減少

※男：

※女：
※

睡眠で休養が充分とれてい

る人の割合

※「睡眠で休養が充分とれ

ていない人」データから逆

算して算出

増加
※男：

※女：
※

日常的に健康づくりに取り

組んでいる人の割合
✕

週１回以上スポーツや運動

をしている人の割合
増加 〇

組織・資源・環境の指標（青年期・壮年期）

指標 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

交流センター施設内禁煙施設の割合 維持 〇

ゲートキーパー養成数 人 人 人 〇

３）高齢期（ 歳以上）

取り組み 成果 課題

◎重点 高齢期の社会参

加の促進となるよう、地域

での健康づくりと介護予

・サロン、幸雲体操等、高齢期の人が

地域で健康づくりと介護予防に取

り組める場は充実してきています。

・高齢期を迎えたばかりの年代の

通いの場や介護予防の利用は少

ない現状です。一方、個人のＱＯ

取り組み 成果 課題

防に取り組める場の充実

を図ります（うんなん幸雲

体操（※ ）等、通いの場

の創出）。

・幸雲体操、サロン等の通いの場は

か所を超え、社会参加の場とし

て機能しています。参加者も入れ替

わりつつ増えています。

Ｌに配慮することも必要です。

通いの場（いきいきサロンや幸

雲体操等の通いの場）への興味

関心がない、様々な理由により

参加しにくい人、参加できない

人がいます。

・高齢期の実態を把握し、個人に

あった介護予防ができるよう、

知識を得る啓発やアプリ等の活

用等新たな対策が必要です。

◎重点 要介護原因疾患

である生活習慣病予防と

フレイル対策のために、歯

科口腔対策と栄養改善、身

体活動促進の総合的な取

り組みを推進します。

・地域運動指導員や食生活改善推進

員と協力し、地域で健康教育や健診

受診啓発ができました。

・市の介護予防事業や健康教育で、フ

レイル対策（栄養・口腔・身体活動・

社会参加）に総合的に取り組みまし

た。

・メタボ予防の食生活は浸透してい

ますが、高齢期になっても継続する

ことは（一部を除き）フレイルを加

速させることに繋がっている可能

性があります。

・メタボ予防からフレイル予防へ

の切り替えを啓発していく必要

があります。

・高齢期の実態を健診結果や健康

状態未把握事業等を活用し把握

することにより効果的な取り組

みを検討することが必要です。

◎重点 関係機関と連携

し適切な相談支援体制を

整え、認知症サポーター

（※ ）養成講座などによ

り市民の認知症の理解を

深め、認知症カフェ（※ ）

など本人や家族が相談で

き気軽に集える場の拡充

を図り、地域ぐるみで認知

症対策の充実を図ります。

・認知症カフェ、認知症サポーター養

成、オレンジサークル、幸雲体操な
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ＱＯＬ・健康の指標（高齢期）

指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価
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雲南市要介護認定率（認定

者数／１号被保険者数）の

割合＊当年

※

要介護認定者のうち認知症

の人数
人 人

糖尿病年齢調整有病率（

～ 歳）
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以下の割合

（ ～ 歳）

男
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〇
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男
増加抑制

✕

女 ✕

達成者を増やす

（ 歳～ 歳一人平均残

存歯数）

本 ）
増加

３）
本（ ４） 〇

生きがいを感じている高齢

者の割合
〇
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指標 性別 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価
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✕
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歳以上

～ 歳

～ 歳

※

地域と交流があると感じて

いる高齢者の割合
✕

が
ん
検
診
受
診
率

６
５
歳
以
上

胃がん検診
男

Ｈ
２
９
健
診
結
果

増やす ✕

女 増やす 〇

肺がん検診
男 増やす ✕

女 増やす ✕
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増やす 〇

毎日飲酒している人の割合
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健診

結果
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（ ～ 歳）
男 減らす 〇

組織・資源・環境の指標（高齢期）

指標 平成 年度実績 目標値 令和５年度実績 評価

幸雲体操実施者数 人 人 人 改

認知症サポーター養成数 人 人 人 改

介護予防サポーター養成数 人 人 人 〇

地域運動指導員養成延数 人 人 人 改

食生活改善推進員養成数 人 人 人 改

（３）今後求められる活動

これまで取り組んできたことを評価し、効果を確認しながら取り組んでいくことが必要で

す。

また、近年の社会環境の変化により、今後少子高齢化の進展、人口減少、独居世帯の増加、

デジタル化の加速、生活様式の変化などが予想されます。これらの変化に対応するため、健

康寿命の延伸、健康格差の縮小、生涯を通して自分にあった健康づくりができること、健康

づくりを支える体制整備、自然に健康になれる環境整備などの取り組みが重要になります。

※ ゲートキーパー

自死を考えている人のサインに気づき、適切な対応をとることができる人材です。サインに気づき、相

談機関等へつなぐゲートキーパーの養成事業を実施しています。

※ フレイル

フレイルとは、加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下した虚弱な状態を指し、健康

な状態と日常生活で介護が必要な状態の中間の状態を言います。フレイルの予防対策として、適度な運

動と栄養バランスのとれた食生活、そして社会活動への参加が重要となります。

※ データヘルス計画

医療費データや健診情報等のデータ分析に基づいて、 サイクルで効率的・効果的な保健事業を計画

実践するものです。

※ うんなん幸雲体操

おもりを使った筋力増強のための体操です。 段階に調節可能なおもりを手首や足首に巻き付け、椅子

に座って歌を歌いながら、およそ 時間かけて手足を動かします。 か月以上継続し筋力維持・向上す

ることで、転倒を予防し、骨折や寝たきりになることを防ぐことができます。

※ 認知症サポーター

認知症について正しく理解し、認知症の人やそのご家族を自分のできる範囲で温かく見守る応援者で

す。認知症になっても安心して暮らせるまちになることを目指し、厚生労働省が 年から認知症サ

ポーター養成事業を推進しています。

※ 認知症カフェ

認知症の人やその家族が、地域の人や専門家と集い、相互に情報を共有しお互いを理解し合う場です。



３．「第５次雲南市健康増進実施計画」の基本的な方向                      

（１）健康なまちづくり目標と柱

本計画の健康なまちづくり目標は、「第３次雲南市総合計画」で施策名として設定された

『みんながずっと元気なまち』とします。

市民の健康状況や「第４次雲南市健康増進実施計画」の取り組み結果等を踏まえ、本計画

の上位計画である「第３次雲南市総合計画」を網羅した次の２つの柱に取り組みます。

①①ラライイフフココーーススをを踏踏ままええ、、ラライイフフスステテーージジにに応応じじたた自自分分ににああっったた健健康康づづくくりりのの推推進進

性別や年齢、健康状態、生活環境など、一人ひとりの状況は異なります。ライフコース

（※ ）を考慮し、個人にあった健康づくり行動の改善と健康状態の改善を支援します。

〇健康に関心が低い人を含め、幅広い世代の健康づくりを進めます。

〇ライフステージごとに目指す取り組みを推進します。

〇様々な媒体を活用し、健康づくりに関する情報発信に努めます。また、個人にあった健康

づくりを推進する相談・支援を行います。

②②誰誰ももがが健健康康ででいいききいいききとと暮暮ららせせるる環環境境づづくくりり

個人の行動と健康状態の改善のみが健康増進に繋がるわけではなく、社会環境の質の向上

も重要です。健康格差を縮小し、健康なまちづくり目標の達成を目指すため、個人にあった

健康づくり・介護予防に取り組み、継続できる環境を整えます。

〇健康づくりを支援する人材の育成を継続し、地域での活動を支援します。

〇自然に健康になれる地域づくりを目指し、健康づくり推進協議会、並びに専門部会の活動

が連動し、戦略を立てながら効果的な活動が展開できるよう、さらなる機能強化を図りま

す。また、様々な分野との連携や、市民、地域、学校、事業所等が主体的に協力し取り組

むことを推進します。

〇市の保健関係者は、雲南市の強みであるご近所の助け合い（自助、共助）や、地域自主組

織の活動など地域の特色を活かし、住民主体・地域主体の健康な地域づくりが展開できる

よう支援します。地域に責任を持ち、地域の多様な人々や関係機関と地域の健康課題を明

らかにしながら健康課題の解決、改善に向かう活動を展開します。実践度を評価し改善を

図るＰＤＣＡサイクルにより健康なまちづくりを進めます。

以上、２つの柱により、健康なまちづくり目標の達成を目指します。

※ ライフコース

胎児期から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的に捉える言葉です。

【【健健康康ななままちちづづくくりり目目標標】】 みみんんななががずずっっとと元元気気ななままちち
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【【健健康康ななままちちづづくくりり目目標標】】 みみんんななががずずっっとと元元気気ななままちち

（２）ライフコースを踏まえた、ライフステージごとの目指す姿と取り組み

現在の健康状態は、これまでの自らの生活習慣に影響されており、今後の社会環境等に影

響を受ける可能性や、次世代の健康にも影響を及ぼす可能性があります。このことを踏まえ、

ライフコースアプローチ（胎児期から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的に捉えた健康づ

くり）を念頭に置いて取り組みを進めていきます。

社会がより多様化することや、長寿社会となってきたことを踏まえ、各ライフステージに

おいて健康状態を改善していくことはより重要になっています。生涯を通じ、各ライフステ

ージに特有の健康づくりについて、「妊娠前～５歳（妊娠前～乳幼児期）」「６歳～ 歳（学

童期・思春期）」「 歳～ 歳（青年期）」「 歳～ 歳（壮年期）」「 歳以上（高齢期）」の

５つのライフステージごとに目指す姿を設定し、健康課題に応じた取り組みを進めます。

①全年齢に共通する取り組み

≪現状≫

・障がいの有無に関わらず、誰もが健康づくりのため共に運動・スポーツに取り組める環境

づくりが求められています。

・新型コロナウイルス感染症の流行以降、予防接種への関心が高まっています。

・食物をはじめとしたアレルギー疾患が増えてきています。

・科学的根拠に基づいた健康づくりや介護予防事業の実践と評価が求められています。

≪課題≫

・ユニバーサルスポーツの普及啓発を推進することが必要です。

・予防接種に対する正しい知識の普及啓発が必要です。

・アレルギー疾患に対して正しい知識の普及に努めることが必要です。

・科学的根拠に基づく健康づくり・介護予防の普及啓発や、情報収集と分析による評価が必

要です。

②妊娠前～５歳

≪目指す姿≫

妊娠前～５歳
（妊娠前～妊娠中）次世代の健康を考えて望ましい生活習慣を身につける

（乳幼児期）元気に身体を動かし遊ぶ

≪現状≫

・精神面の不調により支援が必要な妊産婦の割合が増えています。

・育児不安のある母親や、発達に課題のあるこどもが増加傾向にあります。

・情報過多を要因とした、子育てができにくい環境が増加傾向にあります。

・母親は自分の健康について後回しにしてしまう傾向が見受けられます。

≪課題≫

・妊娠期から関係機関と連携した丁寧な支援を継続し、ほどよい子育てができるよう、多様

性を認めながら孤立しない地域づくりを進めることが必要です。また、タイムリーに情報

発信していくことが必要です。

・情報の選択ができにくく子育てに不安を感じている保護者への丁寧な支援が必要です。



・母親が自身の体調管理及びケアすることの必要性に気づき、取り組むことができるよう継

続的な支援が必要です。

・妊娠前から、将来妊娠することを念頭に置いた健康づくりが必要です。

≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎

地域、子育て支援センター、保育所（園）、幼稚園、こども園、小

学校、中学校等と連携し、基本的な生活習慣を身につけられるよ

う、こどもの健康管理を推進します。

継続

◎
病院や各関係機関と連携し、妊娠前から子育て期にわたり、切れ

目のない一体的な支援の充実を図ります。
継続

親子間での愛着を形成し、完璧でなくてもほどよい子育てが自然

にでき、誰もが受け入れられ住みやすいと感じられるよう、地域

における子育て支援体制を強化します。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切に

し、健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充

③６歳～ 歳

≪目指す姿≫

６歳～ 歳
自分の心身の健康に必要な知識を身につけ、健康的な生活習慣を実践

できる力を養う

≪現状≫

・肥満傾向児と痩身傾向児の割合は増加しています。運動をする人としない人で二極化して

おり、オーバートレーニングの問題もあります。

・心の健康に関することで不登校となるこどももいます。

・こどもの生活習慣（食生活、起床、就寝、メディア等）の確立が難しい面も増加していま

す。

≪課題≫

・発育・発達に応じた適切な運動量について普及啓発することが必要です。

・こどもの精神面の支援を検討する必要があります。

・適切な生活習慣の基礎作りのため、こどもと大人への啓発や支援が必要です。また、メデ

ィア対策（ルールを守り上手に付き合う）を継続して実施する必要があります。

≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎

地域、子育て支援センター、保育所（園）、幼稚園、こども園、小

学校、中学校等と連携し、基本的な生活習慣を身につけられるよ

う、こどもの健康管理を推進します。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切に

し、健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充



・母親が自身の体調管理及びケアすることの必要性に気づき、取り組むことができるよう継

続的な支援が必要です。

・妊娠前から、将来妊娠することを念頭に置いた健康づくりが必要です。

≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎

地域、子育て支援センター、保育所（園）、幼稚園、こども園、小

学校、中学校等と連携し、基本的な生活習慣を身につけられるよ

う、こどもの健康管理を推進します。

継続

◎
病院や各関係機関と連携し、妊娠前から子育て期にわたり、切れ

目のない一体的な支援の充実を図ります。
継続

親子間での愛着を形成し、完璧でなくてもほどよい子育てが自然

にでき、誰もが受け入れられ住みやすいと感じられるよう、地域

における子育て支援体制を強化します。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切に

し、健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充

③６歳～ 歳

≪目指す姿≫

６歳～ 歳
自分の心身の健康に必要な知識を身につけ、健康的な生活習慣を実践

できる力を養う

≪現状≫

・肥満傾向児と痩身傾向児の割合は増加しています。運動をする人としない人で二極化して

おり、オーバートレーニングの問題もあります。

・心の健康に関することで不登校となるこどももいます。

・こどもの生活習慣（食生活、起床、就寝、メディア等）の確立が難しい面も増加していま

す。

≪課題≫

・発育・発達に応じた適切な運動量について普及啓発することが必要です。

・こどもの精神面の支援を検討する必要があります。

・適切な生活習慣の基礎作りのため、こどもと大人への啓発や支援が必要です。また、メデ

ィア対策（ルールを守り上手に付き合う）を継続して実施する必要があります。

≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎

地域、子育て支援センター、保育所（園）、幼稚園、こども園、小

学校、中学校等と連携し、基本的な生活習慣を身につけられるよ

う、こどもの健康管理を推進します。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切に

し、健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充

④ 歳～ 歳

≪目指す姿≫

歳～ 歳 定期的に健康診断を受け、健康状態を確認し健康に関心を持つ

≪現状≫

・働き盛りの人への啓発について、特に健康づくりに関心がない人への啓発や、自然に健康

になれる環境づくりの取り組みは不十分と考えられます。

・青年期の精神疾患を有する人（＝自立支援医療受給者）が増えています。

≪課題≫

・健康づくり情報を受け取りやすい方法で発信（ＳＮＳやホームページ等、多様な媒体を活

用した情報発信）する等、個人への啓発方法の検討が必要です。また、健康づくりに関心

のない世代も含め、この年代の人が所属する団体（職域、ＰＴＡ等）とともに地域で自然

に健康になれる環境づくりの検討が必要です。

・心の健康に対し正しい理解のできる住民を育て、誰もが住みやすい地域づくりを行うこと

が必要です。

≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎
生活習慣の改善を図ることで、生活習慣病の予防及び重症化予防

対策を進めます。
継続

デジタル媒体の活用や職域・関係機関との連携による健康情報の

提供体制の充実を図り、日常生活の中で健康に関心を持ち、自然

に健康づくりができる情報発信に取り組みます。

継続

第２次自死対策総合計画に基づき、地域における保健・医療・福

祉・教育労働その他関連施策が有機的な連携を図り、働き盛り世

代の自死対策を進めます。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切にし、

健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充

⑤ 歳～ 歳

≪目指す姿≫

歳～ 歳
がん検診、特定健診等を受け健康な生活習慣を実践し、いきいきと活

動するための心と体の健康づくりを心がける

≪現状≫

・脳血管疾患発症率は減少しつつありますが、糖尿病予備軍は増加しつつあります。発症予

防はもちろんですが、高血圧や糖尿病を発症した後も、適切に受診し服薬管理することで

重症化を予防することが重要です。

・地域自主組織と課題等を共有し、全地域自主組織において地域と進める健康づくり事業（地

域の状況に応じて、脳卒中予防・高血圧対策、メタボからフレイル予防への切り替え、歯

科、がん、アルコール等の啓発）を実施しています。特に高血圧予防（減塩）の取り組みに



ついては島根県の健康寿命延伸強化事業によりモデル地区を選定し実施し、成果を上げて

います。

・特定健康診査やがん検診の受診率は県平均や他自治体と比較して低いです。

・がん検診においては、医療機関の理解を得ながら、仕組みの整理、精度管理体制、検診実

施体制、受診者管理の仕組みづくり等について検討する必要があります。

≪課題≫

・脳卒中予防・高血圧対策を中心とした生活習慣に関する正しい知識の普及啓発を実施する

必要があります。特に高血圧対策の啓発の強化について、モデル地区で成果のあった効果

的な減塩の取り組みを、各地区に合った形で広めていくことが必要です。効果的な保健指

導の実施と、既存の資源（運動施設や各種教室等）の利用へ繋ぎ、健康づくりが習慣化で

きるよう支援する必要があります。また、医療機関との連携を強化し、疾病の重症化予防

に取り組む必要があります。

・特定健康診査やがん検診の受診率向上の取り組みが必要です。

≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎
生活習慣の改善を図ることで、生活習慣病の予防及び重症化予防

対策を進めます。
継続

◎

データヘルス計画、特定健康診査等実施計画に基づき、特定健診

の受診率向上、及び特定保健指導の実施率向上、がん検診・精密検

査の受診率向上に取り組みます。

継続

デジタル媒体の活用や職域・関係機関との連携による健康情報の

提供体制の充実を図り、日常生活の中で健康に関心を持ち、自然

に健康づくりができる情報発信に取り組みます。

継続

第２次自死対策総合計画に基づき、地域における保健・医療・福

祉・教育労働その他関連施策が有機的な連携を図り、働き盛り世

代の自死対策を進めます。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切にし、

健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充

引き続き、国の推奨する死亡率の減少の効果があると認められた

がん検診について、その精度を保ち、適切に管理します。
継続

⑥ 歳以上

≪目指す姿≫

歳以上
自分の状態にあった生活習慣を実践し、地域活動に参加するなど社会

との繋がりを持つ

≪現状≫

・介護予防事業や、地域の通いの場などは整備されてきていますが、高齢期を迎えたばかり

の年代の利用は少ないです。通いの場への興味関心がない人、様々な理由により、いきい

きサロンや幸雲体操等の通いの場へ参加しにくい人、参加できない人がいます。



ついては島根県の健康寿命延伸強化事業によりモデル地区を選定し実施し、成果を上げて

います。

・特定健康診査やがん検診の受診率は県平均や他自治体と比較して低いです。

・がん検診においては、医療機関の理解を得ながら、仕組みの整理、精度管理体制、検診実

施体制、受診者管理の仕組みづくり等について検討する必要があります。

≪課題≫

・脳卒中予防・高血圧対策を中心とした生活習慣に関する正しい知識の普及啓発を実施する

必要があります。特に高血圧対策の啓発の強化について、モデル地区で成果のあった効果

的な減塩の取り組みを、各地区に合った形で広めていくことが必要です。効果的な保健指

導の実施と、既存の資源（運動施設や各種教室等）の利用へ繋ぎ、健康づくりが習慣化で

きるよう支援する必要があります。また、医療機関との連携を強化し、疾病の重症化予防

に取り組む必要があります。

・特定健康診査やがん検診の受診率向上の取り組みが必要です。

≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎
生活習慣の改善を図ることで、生活習慣病の予防及び重症化予防

対策を進めます。
継続

◎

データヘルス計画、特定健康診査等実施計画に基づき、特定健診

の受診率向上、及び特定保健指導の実施率向上、がん検診・精密検

査の受診率向上に取り組みます。

継続

デジタル媒体の活用や職域・関係機関との連携による健康情報の

提供体制の充実を図り、日常生活の中で健康に関心を持ち、自然

に健康づくりができる情報発信に取り組みます。

継続

第２次自死対策総合計画に基づき、地域における保健・医療・福

祉・教育労働その他関連施策が有機的な連携を図り、働き盛り世

代の自死対策を進めます。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切にし、

健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充

引き続き、国の推奨する死亡率の減少の効果があると認められた

がん検診について、その精度を保ち、適切に管理します。
継続

⑥ 歳以上

≪目指す姿≫

歳以上
自分の状態にあった生活習慣を実践し、地域活動に参加するなど社会

との繋がりを持つ

≪現状≫

・介護予防事業や、地域の通いの場などは整備されてきていますが、高齢期を迎えたばかり

の年代の利用は少ないです。通いの場への興味関心がない人、様々な理由により、いきい

きサロンや幸雲体操等の通いの場へ参加しにくい人、参加できない人がいます。

・高齢期になってもメタボリックシンドローム予防中心の食生活を継続する人が多く、フレ

イル状態になる可能性があります。

・高齢化の進展に伴い認知症になる人が増える可能性があります。

・地域で健康づくりを支える人材について、地域における理解度はまだ低いと感じています。

・心の健康に関する健康教育、啓発、相談窓口の周知、民生児童委員協議会へのゲートキー

パー養成を実施しています。うんなん幸雲体操が地域と繋がり見守る場となっています。

≪課題≫

・高齢期の実態把握により、効果的な取り組みを検討することが必要です。個人のＱＯＬに

配慮しつつ、移動支援や家から通いの場に行けない人の支援のためアプリの活用等、新た

な対策が必要です。

・メタボ予防からフレイル予防への切り替えを啓発していく必要があります。

・認知症を早期発見し、早期治療や進行予防のサービスに繋がることが必要です。また、認

知症の正しい知識を持ち、認知症の人に対する正しい理解ができるよう、引き続き啓発が

必要です。認知症本人の声を大切にし、共生社会の地域づくりを進める必要があります。

・食生活改善推進員や地域運動指導員等の養成した人材が地域との繋がりを維持できるよう、

引き続き支援が必要です。

・各種相談窓口を広く周知し、相談支援体制を充実させ、各関係機関・団体のネットワーク

を強化する必要があります。また、住民同士、互助（共助）、見守りの場を活用し、見守り

のネットワーク構築と支援に繋がる仕組みづくりを進める必要があります。

 ≪取り組み≫

重点 取り組み
第４次計画～

第５次計画

◎

健康調査等を活用し実態把握を行い、地域での健康づくりと介護予防

に取り組める場に必要な人を接続しつつ、高齢期の多様な社会参加を

促進します。

拡充

メタボ予防からフレイル予防への切り替えの重要性を啓発するとと

もに総合的なフレイル対策を推進します。
拡充

◎

共生社会の実現を目指し、関係機関と連携した相談支援体制と住民同

士の見守り体制の充実により、認知症の人を地域で支える仕組みづく

りを進めます。

継続

高齢者の健康づくりや介護予防活動を支援する人材（食生活改善推進

員、地域運動指導員、介護予防サポーター等）を発掘・育成し、地域

との繋がりを持ち活動できるよう支援を行います。

継続

自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切にし、健

康の保持増進に取り組めるよう啓発します。
拡充
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健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関
係

機
関

行
政

栄
養

・
食

生
活

●
毎
日

３
食

食
べ

よ
う

○
食

事
は

１
日

３
食

よ
く

噛
ん

で
き

ち
ん

と
食
べ
る

○
家
族
や

友
人
と

食
卓
を

囲
ん
で

、
楽
し

く

食
事
を
摂

る

○
世

代
間

で
食

を
伝

承
す

る

交
流
を
行

う

○
食

生
活

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
る

○
食

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

図
る

〇
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

○
食

生
活

改
善

推
進

員
を

養
成

す
る

身
体
活
動

（
運
動

・
生

活
活
動
）

●
身
体
を

動
か

そ
う

〇
積
極
的

に
身
体

を
動
か

す

○
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
体

験
活

動

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、
健
康

な
心
と

身
体

づ
く

り
を
行

う

○
地

域
運

動
指

導
員

を
養

成
す

る

○
健

康
づ

く
り

の
イ

ベ
ン

ト
や

教
室

の
情

報
を

発
信

、
身

体
を

動
か

す
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
周

知
す

る

〇
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ
を

推
進

す
る

こ
こ

ろ
・

休
養

●
睡
眠
を

し
っ

か
り

と
ろ

う

○
ひ

と
り

で
悩

ま
ず

、
心

の
悩

み
や

不
安

は
、
身
近

な
人
や

専
門
機

関
に
相

談
す
る

〇
家

族
や

友
人

な
ど

身
近

な
人

の
不

調
に

気
づ
い
た

ら
相
談

や
受
診

に
繋
げ

る

○
自

分
自

身
や

他
人

を
思

い
や

り
「

い
の

ち
」
を
大

切
に
す

る

○
悩
ん
で

い
る
人

が
い

た
ら

、

話
を
聴
き

、
専
門

機
関

へ
繋

ぐ

○
心

の
健

康
に

つ
い

て
広

く
知

識
の

普
及

啓
発

に
努

め
る

○
心

の
健

康
相

談
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
悩

み
な

ど
を

相
談

で
き

る
窓

口
や

機
関

な
ど

の
情

報
提

供
を

行
う

○
心

の
健

康
教

室
や

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
を

行
う

歯
・

口
腔

の
健
康

●
毎
食
後

歯
み

が
き

を
し

ま
し

ょ
う

○
か
か
り

つ
け
歯

科
医
を

持
つ

〇
毎
食
後

の
歯
み

が
き
を

習
慣
づ

け
る

〇
歯
・
口

腔
に
つ

い
て

学
ぶ

機

会
を
作
る

○
歯

や
口

腔
の

健
康

づ
く

り
に

関
す

る
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

図
る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

た
ば
こ

・
ア

ル
コ
ー
ル

●
受
動
喫

煙
の

な
い

環
境

を
つ

く
ろ

う

●
歳

未
満

の
人

に
飲

酒
・
喫

煙
を

さ
せ

な
い
よ

う
に

し
よ

う

○
歳
未

満
の
人

へ
「
喫

煙
・
飲

酒
・
薬
物

を
し
ま
せ

ん
、
さ

せ
ま
せ

ん
」
を

徹
底
す

る

○
禁
煙
、

分
煙
に

取
り

組
む

○
職

場
や

地
域

で
節

度
あ

る

適
度
な
飲

酒
に
取

り
組

む

○
た

ば
こ

と
健

康
、

ア
ル

コ
ー

ル
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
啓

発
す

る

○
禁

煙
対

策
を

実
施

す
る

○
断

酒
会

や
医

療
機

関
等

と
連

携
し

た
ア

ル
コ

ー
ル

対
策

を
実

施
す

る

健
康

管
理

●
健
康

診
断

を
受

け
よ

う

○
健
康
診

断
・
歯
科
健
診
・
予
防

接
種
を

受

け
る

〇
か
か
り

つ
け
医

を
持
つ

〇
健

康
づ

く
り

に
繋

が
る

取

り
組
み
を

実
施
す

る

○
健

康
診

断
・
歯

科
健

診
・
予

防
接

種
の

正
し

い
知

識
や

必

要
性

に
つ

い
て

啓
発

す
る

○
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

健
康

づ
く

り
・

介
護

予
防

の
普

及
啓

発
や

、
情

報
収

集
と

分
析

に
よ

る
評

価

〇
健

康
相

談
や

健
康

教
育

な
ど

の
健

康
づ

く
り

事
業

を
実

施
し

、
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

取
り

組
み

を
支

援
す

る

②
妊
娠

前
～
５
歳

の
取
り
組
み

健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関

係
機

関
行

政

栄
養

・
食

生
活

●
規

則
正

し
い

食
習

慣
を

つ
く

り
ま

し
ょ
う

○
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
適

量
の

食
事

摂
取

で
、
妊
娠

中
の
適

正
体
重

を
保
つ

○
食
事
や

間
食
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
学

ぶ

○
妊

婦
の

時
期

や
体

調
、

状
態

に
応

じ
た

食

生
活

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
行

う

〇
こ

ど
も

の
発

育
・

発
達

に
応

じ
た

適
切

な

食
習

慣
の

確
立

を
支

援
す

る

身
体
活
動

（
運

動
・

生
活
活
動

）

●
親
子
で

ふ
れ

あ
い

、
発

達
に

応
じ

た

遊
び

で
十

分
に

体
を

動
か

し
て

楽

し
く
遊

ば
せ

ま
し

ょ
う

○
家
族
や

友
達
と

、
発
達

に
応
じ

た
遊
び

で

十
分
に
身

体
を
動

か
し
て

遊
ば
せ

る
（
毎

日
分

以
上

が
望

ま
し

い
文

部
科

学

省
）

○
伝
承
遊

び
を
地

域
行

事
に

取
り

入
れ

る

○
親

子
一

緒
に
参

加
で

き
る

教
室

や
イ

ベ
ン

ト

を
開
催
す

る

○
身

体
を

動
か

す
重

要
性

に
つ

い
て

情
報

提

供
を

行
う

こ
こ

ろ
・

休
養

●
ひ
と
り

で
悩

ま
ず

、
相

談
し

ま
し

ょ

う

●
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

ま
し
ょ

う

○
子
育
て

支
援
サ

ー
ビ
ス

を
利
用

す
る

○
親
子
を

孤
立
さ

せ
な

い
よ

う
支

援
す

る

○
地

域
の

こ
ど
も

を
見

守
り

育
て

る
意

識
を

も

ち
、

安
心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
（

事
故

予
防

・
虐
待

予
防

）
声

か
け

、
見

守
り

な
ど

に
取
り
組

む

○
相

談
で

き
る

窓
口

の
充

実
を

図
る

○
地

域
の

子
育

て
活

動
を

支
援

す
る

歯
・

口
腔

の
健
康

●
大

人
が

仕
上

げ
み

が
き

を
し

ま
し

ょ
う

●
こ

ど
も

の
望

ま
し

い
間

食
の

摂
り

方
を
知

り
、

実
践

し
ま

し
ょ

う

○
妊
娠
期

の
歯
科

健
診
を

受
診
し

、
妊
娠

中

か
ら

フ
ッ

化
物

配
合

歯
磨

剤
を

利
用

し

て
歯
み
が

き
す
る

○
こ

ど
も

の
間

食
や

ジ
ュ

ー
ス

の
摂

り
方

に
気
を
つ

け
る

○
こ

ど
も

の
正
し

い
間

食
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会

を
つ
く
り

、
実
践

す
る

○
む

し
歯

予
防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

積
極

的

に
行
う

○
歯

科
健

康
教

育
や

健
康

相
談

を
充

実
す

る

○
１

歳
６

か
月

児
健

診
時

の
フ

ッ
化

物
歯

面

塗
布

券
の

利
用

を
す

す
め

る

た
ば
こ

・
ア

ル
コ
ー
ル

●
妊
娠
前

、
妊

娠
中

、
授

乳
中

は
喫

煙
・

飲
酒
は

や
め

ま
し

ょ
う

○
妊
娠
中

、
授
乳

中
は
禁

煙
・
禁

酒
す
る

○
妊
婦
や

こ
ど
も

の
前
で

は
喫
煙

し
な
い

、

煙
を
吸
わ

な
い
環

境
を
つ

く
る

○
た
ば
こ

の
害
か

ら
こ

ど
も

を
守

る
○

た
ば

こ
や

ア
ル

コ
ー

ル
の

害
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

う

健
康

管
理

●
こ
ど
も

の
成

長
段

階
を

見
守

り
、
健

や
か

な
心

と
か

ら
だ

を
育

て
ま

し

ょ
う

●
早

起
き

早
寝

の
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
さ
せ

ま
し

ょ
う

○
早

期
に

妊
娠

届
を

出
し

妊
婦

健
診

を
受

け
る

○
健
診
・
歯
科
健

診
・
予

防
接
種

を
受
け

さ

せ
る

○
家
庭
内

の
事
故

を
防
ぐ

○
家

庭
で

の
メ

デ
ィ

ア
ル

ー
ル

を
作

り
上

手
な
付
き

合
い
方

を
考
え

る

○
家
族
で

早
起
き

・
早
寝

に
取
り

組
む

○
妊

婦
健

診
や
乳

幼
児

健
診

を
受

診
し

や
す

い

職
場
の
環

境
づ
く

り
に

努
め

る

○
生

後
４

か
月

ま
で

の
全

戸
訪

問
を

行
い

情

報
提

供
す

る

○
メ

デ
ィ

ア
と

の
適

切
な

付
き

合
い

方
に

つ

い
て

啓
発

す
る

○
発

達
障

が
い

等
の

早
期

発
見

・
早

期
支

援

を
行

う

○
虐

待
予

防
に

取
り

組
む



（
３

）
健
康

ス
ロ
ー

ガ
ン
と
関
係
機
関
等
の
取
り

組
み

健
康

な
ま

ち
づ
く
り
目
標
を
達
成
す
る
た
め

、
ラ

イ
フ
ス

テ
ー

ジ
ご

と
に
「
栄

養
・
食

生
活

」「
身
体

活
動
（
運
動
・
生
活
活
動
）
」「

こ
こ

ろ
・
休
養
」「

歯
・
口
腔
の
健
康
」

「
た

ば
こ
・

ア
ル
コ
ー
ル
」「

健
康
管
理
」
の
領

域
別
に
健

康
ス

ロ
ー

ガ
ン
を

掲
げ
、
市

民
・

家
庭

の
取
り

組
み
と
関
係
機
関
や
市
が
行
う
取
り
組
み
を
定
め
ま
し
た
。

①
全
年
齢
に
共
通
す
る
取
り
組
み

健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関
係

機
関

行
政

栄
養

・
食

生
活

●
毎
日

３
食

食
べ

よ
う

○
食

事
は

１
日

３
食

よ
く

噛
ん

で
き

ち
ん

と
食
べ
る

○
家
族
や

友
人
と

食
卓
を

囲
ん
で

、
楽
し

く

食
事
を
摂

る

○
世

代
間

で
食

を
伝

承
す

る

交
流
を
行

う

○
食

生
活

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
る

○
食

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

図
る

〇
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

○
食

生
活

改
善

推
進

員
を

養
成

す
る

身
体
活
動

（
運
動

・
生

活
活
動
）

●
身
体

を
動

か
そ

う
〇

積
極
的

に
身
体

を
動
か

す

○
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
体

験
活

動

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、
健
康

な
心
と

身
体

づ
く

り
を
行

う

○
地

域
運

動
指

導
員

を
養

成
す

る

○
健

康
づ

く
り

の
イ

ベ
ン

ト
や

教
室

の
情

報
を

発
信

、
身

体
を

動
か

す
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
周

知
す

る

〇
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ
を

推
進

す
る

こ
こ

ろ
・

休
養

●
睡
眠

を
し

っ
か

り
と

ろ
う

○
ひ

と
り

で
悩

ま
ず

、
心

の
悩

み
や

不
安

は
、
身
近

な
人
や

専
門
機

関
に
相

談
す
る

〇
家

族
や

友
人

な
ど

身
近

な
人

の
不

調
に

気
づ
い
た

ら
相
談

や
受
診

に
繋
げ

る

○
自

分
自

身
や

他
人

を
思

い
や

り
「

い
の

ち
」
を
大

切
に
す

る

○
悩
ん
で

い
る
人

が
い

た
ら

、

話
を
聴
き

、
専

門
機

関
へ

繋

ぐ

○
心

の
健

康
に

つ
い

て
広

く
知

識
の

普
及

啓
発

に
努

め
る

○
心

の
健

康
相

談
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
悩

み
な

ど
を

相
談

で
き

る
窓

口
や

機
関

な
ど

の
情

報
提

供
を

行
う

○
心

の
健

康
教

室
や

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
を

行
う

歯
・

口
腔

の
健
康

●
毎
食
後

歯
み

が
き

を
し

ま
し

ょ
う

○
か
か
り

つ
け
歯

科
医
を

持
つ

〇
毎
食
後

の
歯
み

が
き
を

習
慣
づ

け
る

〇
歯
・
口

腔
に
つ

い
て

学
ぶ

機

会
を
作
る

○
歯

や
口

腔
の

健
康

づ
く

り
に

関
す

る
知

識
の

普
及

・
啓

発
を

図
る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

た
ば
こ

・
ア

ル
コ
ー
ル

●
受
動
喫

煙
の

な
い

環
境

を
つ

く
ろ

う

●
歳

未
満

の
人

に
飲

酒
・
喫

煙
を

さ
せ

な
い

よ
う

に
し

よ
う

○
歳
未

満
の
人

へ
「
喫

煙
・
飲

酒
・
薬
物

を
し
ま
せ

ん
、
さ

せ
ま
せ

ん
」
を

徹
底
す

る

○
禁
煙
、

分
煙
に

取
り

組
む

○
職

場
や

地
域

で
節

度
あ

る

適
度
な
飲

酒
に
取

り
組

む

○
た

ば
こ

と
健

康
、

ア
ル

コ
ー

ル
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
啓

発
す

る

○
禁

煙
対

策
を

実
施

す
る

○
断

酒
会

や
医

療
機

関
等

と
連

携
し

た
ア

ル
コ

ー
ル

対
策

を
実

施
す

る

健
康

管
理

●
健
康

診
断

を
受

け
よ

う

○
健
康
診

断
・
歯
科
健
診
・
予
防

接
種
を

受

け
る

〇
か
か
り

つ
け
医

を
持
つ

〇
健

康
づ

く
り

に
繋

が
る

取

り
組
み
を

実
施
す

る

○
健

康
診

断
・
歯

科
健

診
・
予

防
接

種
の

正
し

い
知

識
や

必

要
性

に
つ

い
て

啓
発

す
る

○
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

健
康

づ
く

り
・

介
護

予
防

の
普

及
啓

発
や

、
情

報
収

集
と

分
析

に
よ

る
評

価

〇
健

康
相

談
や

健
康

教
育

な
ど

の
健

康
づ

く
り

事
業

を
実

施
し

、
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

取
り

組
み

を
支

援
す

る

②
妊
娠

前
～
５
歳
の
取
り
組
み

健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関

係
機

関
行

政

栄
養

・
食

生
活

●
規

則
正

し
い

食
習

慣
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う

○
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
適

量
の

食
事

摂
取

で
、
妊
娠

中
の
適

正
体
重

を
保
つ

○
食
事
や

間
食
に

関
す

る
正

し
い

知
識

を
学

ぶ

○
妊

婦
の

時
期

や
体

調
、

状
態

に
応

じ
た

食

生
活

に
つ

い
て

情
報

提
供

を
行

う

〇
こ

ど
も

の
発

育
・

発
達

に
応

じ
た

適
切

な

食
習

慣
の

確
立

を
支

援
す

る

身
体
活
動

（
運

動
・

生
活
活
動

）

●
親
子

で
ふ

れ
あ

い
、
発

達
に

応
じ

た

遊
び

で
十

分
に

体
を

動
か

し
て

楽

し
く

遊
ば

せ
ま

し
ょ

う

○
家
族
や

友
達
と

、
発
達

に
応
じ

た
遊
び

で

十
分
に
身

体
を
動

か
し
て

遊
ば
せ

る
（
毎

日
分

以
上

が
望

ま
し

い
文

部
科

学

省
）

○
伝
承
遊

び
を
地

域
行

事
に

取
り

入
れ

る

○
親

子
一

緒
に
参

加
で

き
る

教
室

や
イ

ベ
ン

ト

を
開
催
す

る

○
身

体
を

動
か

す
重

要
性

に
つ

い
て

情
報

提

供
を

行
う

こ
こ

ろ
・

休
養

●
ひ
と

り
で

悩
ま

ず
、
相

談
し

ま
し

ょ

う

●
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

ま
し

ょ
う

○
子
育
て

支
援
サ

ー
ビ
ス

を
利
用

す
る

○
親
子
を

孤
立
さ

せ
な

い
よ

う
支

援
す

る

○
地

域
の

こ
ど
も

を
見

守
り

育
て

る
意

識
を

も

ち
、

安
心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
（

事
故

予
防

・
虐
待

予
防

）
声

か
け

、
見

守
り

な
ど

に
取
り
組

む

○
相

談
で

き
る

窓
口

の
充

実
を

図
る

○
地

域
の

子
育

て
活

動
を

支
援

す
る

歯
・

口
腔

の
健
康

●
大

人
が

仕
上

げ
み

が
き

を
し

ま
し

ょ
う

●
こ

ど
も

の
望

ま
し

い
間

食
の

摂
り

方
を

知
り

、
実

践
し

ま
し

ょ
う

○
妊
娠
期

の
歯
科

健
診
を

受
診
し

、
妊
娠

中

か
ら

フ
ッ

化
物

配
合

歯
磨

剤
を

利
用

し

て
歯
み
が

き
す
る

○
こ

ど
も

の
間

食
や

ジ
ュ

ー
ス

の
摂

り
方

に
気
を
つ

け
る

○
こ

ど
も

の
正
し

い
間

食
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会

を
つ
く
り

、
実
践

す
る

○
む

し
歯

予
防
の

た
め

の
取

り
組

み
を

積
極

的

に
行
う

○
歯

科
健

康
教

育
や

健
康

相
談

を
充

実
す

る

○
１

歳
６

か
月

児
健

診
時

の
フ

ッ
化

物
歯

面

塗
布

券
の

利
用

を
す

す
め

る

た
ば
こ

・
ア

ル
コ
ー
ル

●
妊
娠
前

、
妊

娠
中

、
授

乳
中

は
喫

煙
・

飲
酒
は

や
め

ま
し

ょ
う

○
妊
娠
中

、
授
乳

中
は
禁

煙
・
禁

酒
す
る

○
妊
婦
や

こ
ど
も

の
前
で

は
喫
煙

し
な
い

、

煙
を
吸
わ

な
い
環

境
を
つ

く
る

○
た
ば
こ

の
害
か

ら
こ

ど
も

を
守

る
○

た
ば

こ
や

ア
ル

コ
ー

ル
の

害
に

つ
い

て
の

啓
発

を
行

う

健
康

管
理

●
こ
ど

も
の

成
長

段
階

を
見

守
り

、
健

や
か

な
心

と
か

ら
だ

を
育

て
ま

し

ょ
う

●
早

起
き

早
寝

の
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え
さ
せ

ま
し

ょ
う

○
早

期
に

妊
娠

届
を

出
し

妊
婦

健
診

を
受

け
る

○
健
診
・
歯
科
健

診
・
予

防
接
種

を
受
け

さ

せ
る

○
家
庭
内

の
事
故

を
防
ぐ

○
家

庭
で

の
メ

デ
ィ

ア
ル

ー
ル

を
作

り
上

手
な
付
き

合
い
方

を
考
え

る

○
家
族
で

早
起
き

・
早
寝

に
取
り

組
む

○
妊

婦
健

診
や
乳

幼
児

健
診

を
受

診
し

や
す

い

職
場
の
環

境
づ
く

り
に

努
め

る

○
生

後
４

か
月

ま
で

の
全

戸
訪

問
を

行
い

情

報
提

供
す

る

○
メ

デ
ィ

ア
と

の
適

切
な

付
き

合
い

方
に

つ

い
て

啓
発

す
る

○
発

達
障

が
い

等
の

早
期

発
見

・
早

期
支

援

を
行

う

○
虐

待
予

防
に

取
り

組
む



③
６
歳
～

歳
の
取
り
組
み

健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関

係
機

関
行

政

栄
養

・
食

生
活

●
栄

養
や

食
事

に
関

す
る

知
識

を
身

に

つ
け
ま

し
ょ

う

●
食

べ
る

こ
と

を
楽

し
み

に
で

き
る

心

を
育
て

ま
し

ょ
う

○
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
の

必
要

性
と

適

量
に
つ
い

て
理
解

す
る

○
食
事
づ

く
り
に

チ
ャ
レ

ン
ジ
す

る

○
食

に
関

す
る

知
識

を
学

び
、

食
に

対
す

る

心
を

育
て

る
た

め
、

弁
当

の
日

に
積

極
的

に
取
り
組

む

○
食

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及
・
啓

発
を

図
る

身
体
活
動

（
運

動
・

生
活
活
動

）

●
発

育
発

達
に

応
じ

た
活

動
を

通
し

て
、

健
康

な
身

体
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う

○
１
日

分
以
上
身

体
を
動
か

し
て
遊

ぶ

○
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動

に
お
い

て
、

発
育

発
達

に
応

じ
た

適
度

な
量

で
身

体
を

動
か
す

○
伝
承
遊

び
を

地
域

行
事

に
取

り
入

れ
る

〇
児

童
・
生

徒
の

体
力

向
上

に
取

り
組

む

〇
発

育
発

達
に

応
じ

た
適

切
な

運
動

量

の
啓

発
を

行
い

、
オ

ー
バ

ー
ト

レ
ー

ニ

ン
グ
を

防
ぐ

こ
こ

ろ
・

休
養

●
心

の
悩

み
は

身
近

な
人

や
専

門
機

関

に
相
談

し
ま

し
ょ

う

●
自

分
自

身
を

大
切

に
し

、
自

ら
考

え

る
力

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身
に

つ
け

ま
し

ょ
う

○
自
分
自

身
や
他

人
を
思

い
や
り
「

い
の
ち

」

を
大
切
に

す
る

○
こ

ど
も

自
ら

心
身

の
健

康
管

理
が

で
き

る

力
を
育
て

る

○
登
下
校

の
声

か
け

、
見

守
り

を
続

け
る

○
発

達
特

性
を

踏
ま

え
、
関

係
機

関
と

連

携
し

、
心

と
身

体
の

健
康

づ
く

り
に

取

り
組

む
環

境
づ

く
り

を
す

る

○
思

春
期

の
心

の
問

題
に

関
す

る
相

談

体
制

を
充

実
す

る

歯
・

口
腔

の
健
康

●
毎

食
後

の
歯

み
が

き
を

習
慣

に
し

ま

し
ょ
う

●
望

ま
し

い
間

食
の

摂
り

方
を

知
り

、

自
ら
選

び
実

践
し

ま
し

ょ
う

○
フ

ッ
化

物
配

合
歯

磨
剤

を
積

極
的

に
利

用

し
て
歯
み

が
き
を

す
る

○
全

身
の

健
康

と
歯

周
病

と
の

関
係

を
知

り
、
歯
周

病
を
予

防
す
る

○
間

食
や

ジ
ュ

ー
ス

の
摂

り
方

に
気

を
つ

け

る

○
各
機
関

で
毎

日
の

歯
み

が
き

に
取

り
組

む

○
こ

ど
も

の
間

食
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

つ

く
り
、
実

践
す

る

○
小
・
中

学
校

に
お

け
る

フ
ッ

化
物

洗
口

を
推

進
す

る

た
ば
こ

・
ア

ル
コ
ー
ル

●
飲
酒

、
喫

煙
、
薬

物
は

絶
対

や
り

ま
せ

ん

○
喫
煙
や

飲
酒
が

健
康
に

及
ぼ
す

害
を
知

る

○
「
喫

煙
・
飲
酒
・
薬

物
を
し
ま

せ
ん

、
さ
せ

ま
せ
ん
」

を
徹
底

す
る

○
た

ば
こ

や
ア

ル
コ

ー
ル

、
薬

物
な

ど
の

害

に
つ
い
て

伝
え

る

○
「
最
初

の
１
本

、
１

杯
を

吸
わ

せ
な

い
、
飲

ま
せ
な
い

」
に

取
り

組
む

○
未

成
年

者
へ

、
た

ば
こ

や
ア

ル
コ

ー
ル

の
啓

発
を

す
る

健
康

管
理

●
早

起
き

早
寝

で
生

活
リ

ズ
ム

を
整

え

ま
し

ょ
う

●
年

齢
に

あ
っ

た
メ

デ
ィ

ア
ル

ー
ル

を

心
が

け
ま

し
ょ

う

○
家

庭
で

の
ル

ー
ル

を
作

っ
て

メ
デ

ィ
ア

と

の
上
手
な

付
き
合

い
方
を

す
る

○
性
に
関

す
る
正

し
い
知

識
を
知

る

○
声
か
け

・
見
守

り
な

ど
に

取
り

組
む

○
「
早

寝
・
早
起

き
・
朝

ご
は

ん
」
の

生
活

習

慣
改
善
に

取
り

組
む

○
虐

待
予

防
に

取
り

組
む

○
メ

デ
ィ

ア
に

つ
い

て
情

報
提

供
し

、
生

活
習

慣
の

重
要

性
を

周
知

す
る

○
性

・
命

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う

④
歳
～

歳
の
取
り
組
み

健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関
係

機
関

行
政

栄
養

・
食

生
活

●
塩

分
は

１
日

７
ｇ

以
下

を
目

指
し

ま
し

ょ
う

●
意
識

し
て

野
菜

を
摂

り
ま

し
ょ

う

○
間
食
の

摂
り
す

ぎ
は
避

け
る

○
減
塩
に

取
り
組

む

○
野

菜
料

理
は

プ
ラ

ス
１

皿
食

べ
る

よ
う

心
が
け
る

○
食

に
関

す
る

体
験

活
動

や
交

流
活

動
の

場
を
設
け

る

○
よ
い
食

生
活
の

普
及

啓
発

を
図

る

○
よ

い
食

生
活

の
普

及
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

〇
生

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
の

食
生

活
の

普

及
・

啓
発

を
行

う

身
体

活
動

（
運

動
・

生
活
活

動
）

●
身
体

活
動

量
を

増
や

し
ま

し
ょ

う

●
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
み

ま
し

ょ
う

●
座
り

す
ぎ

を
避

け
ま

し
ょ

う

○
今
よ
り

１
日

プ
ラ
ス

分
、

身
体
を

動

か
す

○
分
以

上
座
ら

ず
、
時

々
立
ち

上
が
る

○
積
極
的

に
地
域

や
職
場

な
ど
の

行
事
、
ス

ポ
ー
ツ
教

室
に
参

加
す
る

○
地
域
や

職
場
等

で
運

動
・
ス

ポ
ー

ツ
や

身

体
活
動
を

高
め
る

取
り

組
み

を
行

う

○
運

動
施

設
で

市
民

向
け

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト
や
運

動
教
室

を
開

催
す

る

○
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

や
身

体
活

動
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

こ
こ

ろ
・

休
養

●
６

時
間

以
上

の
睡

眠
を

と
り

ま
し

ょ
う

●
自

分
に

あ
っ

た
心

と
体

の
セ

ル
フ

ケ
ア

を
実

践
し

ま
し

ょ
う

●
心

の
健

康
に

対
す

る
正

し
い

知
識

を
も

ち
ま

し
ょ

う

○
十
分
な

睡
眠
で

休
養
を

と
る

○
ス
ト
レ

ス
解
消

法
を

持
つ

○
職
場
に

お
い
て

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

に
取
り
組

む

○
心

の
健

康
に

関
す

る
研

修
の

機
会

を
持

つ

○
職
場
で

は
、
誰

も
が

働
き

や
す

い
環

境
を

つ
く
る

○
心

の
健

康
に

つ
い

て
、

広
く

知
識

の
普

及
啓

発
に

努
め

る

○
心

の
健

康
相

談
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
悩

み
な

ど
を

相
談

で
き

る
窓

口
や

機
関

な
ど

の

情
報

提
供

を
行

う

歯
・

口
腔

の
健

康

●
よ

く
噛

む
こ

と
を

心
が

け
ま

し
ょ

う

●
自
分

に
あ

っ
た

歯
・
口

腔
ケ

ア
を

継

続
し

ま
し

ょ
う

○
フ
ッ
化

物
、
デ

ン
タ
ル

フ
ロ
ス

、
歯
間

ブ

ラ
シ
等
を

利
用
す

る

○
か
か
り

つ
け
歯

科
医
に

よ
る
、
定
期
的

な

口
腔
ケ
ア

を
受
け

る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
研

修
の

場
を

設
け

る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

た
ば
こ

・
ア

ル
コ

ー
ル

●
最

初
の

１
本

を
吸

わ
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う

●
１

週
間

の
う

ち
飲

酒
し

な
い

日
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う

○
喫
煙
所

以
外
で

た
ば
こ

を
吸
わ

な
い

○
節
度
あ

る
適
度

な
飲
酒
（
純
ア

ル
コ
ー

ル

量
日

ｇ
程
度

）
で

、
週

１
回
は
飲

酒
し
な
い

日
を
設

け
る

○
職

場
や

地
域

で
受

動
喫

煙
の

防
止

に
取

り
組
む

○
職

場
や

地
域

で
節

度
あ

る
適

度
な

飲
酒

に
取
り
組

む

○
禁

煙
対

策
を

実
施

○
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

正
し

い
知

識
を

啓
発

す
る

健
康

管
理

●
が
ん

検
診

を
受

け
ま

し
ょ

う

●
精

密
検

査
が

必
要

に
な

っ
た

ら
必

ず
受

診
し

ま
し

ょ
う

●
健
康

意
識

を
高

め
ま

し
ょ

う

●
メ

デ
ィ

ア
と

上
手

く
付

き
合

い
ま

し
ょ

う

○
適
正
体

重
を
知

り
、
維

持
を
心

が
け
る

○
精

密
検

査
が

必
要

に
な

っ
た

ら
必

ず
医

療
機
関
を

受
診
す

る

○
健
康
診

断
、
が

ん
検
診

を
受
け

健
康
管

理

に
努
め
る

〇
メ
デ
ィ

ア
と
の

付
き
合

い
方
を

考
え
る

○
健

康
診

断
や

が
ん

検
診

の
受

診
勧

奨
及

び
受
診
し

や
す
い

環
境

を
整

え
る

○
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

情
報

発
信

を
行

う

○
が

ん
検

診
の

情
報

提
供

や
受

診
率

を
高

め
る

取
り

組
み

を
行

う

○
生

活
習

慣
病

の
早

期
発

見
を

進
め

る
た

め
の

環
境

整
備

を
行

う

○
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

取
り

組
み

を
支

援
す

る

純
ア

ル
コ
ー

ル
量

日
程

度
…

女
性

は
男

性
よ

り
も
少
な

い
量
を

推
奨
。

飲
酒
習

慣
の
な

い
人
に

対
し
て

こ
の
量

の
飲

酒
を

推
奨

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ビ
ー

ル
だ

と
缶

１
本
分
、

チ
ュ
ー

ハ
イ

だ
と

缶
１

本
分

、
日

本
酒
だ
と
１

合
程
度

で
す
。



④
歳
～

歳
の
取
り
組
み

健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関
係

機
関

行
政

栄
養

・
食

生
活

●
塩

分
は

１
日

７
ｇ

以
下

を
目

指
し

ま
し
ょ

う

●
意
識

し
て

野
菜

を
摂

り
ま

し
ょ

う

○
間
食
の

摂
り
す

ぎ
は
避

け
る

○
減
塩
に

取
り
組

む

○
野

菜
料

理
は

プ
ラ

ス
１

皿
食

べ
る

よ
う

心
が
け
る

○
食

に
関

す
る

体
験

活
動

や
交

流
活

動
の

場
を
設
け

る

○
よ
い
食

生
活
の

普
及

啓
発

を
図

る

○
よ

い
食

生
活

の
普

及
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

〇
生

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
の

食
生

活
の

普

及
・

啓
発

を
行

う

身
体

活
動

（
運

動
・

生
活
活

動
）

●
身
体

活
動

量
を

増
や

し
ま

し
ょ

う

●
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
み

ま
し

ょ
う

●
座
り
す

ぎ
を

避
け

ま
し

ょ
う

○
今
よ
り

１
日

プ
ラ
ス

分
、

身
体
を

動

か
す

○
分
以

上
座
ら

ず
、
時

々
立
ち

上
が
る

○
積
極
的

に
地
域

や
職
場

な
ど
の

行
事
、
ス

ポ
ー
ツ
教

室
に
参

加
す
る

○
地
域
や

職
場
等

で
運

動
・
ス

ポ
ー

ツ
や

身

体
活
動
を

高
め
る

取
り

組
み

を
行

う

○
運

動
施

設
で

市
民

向
け

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト
や
運

動
教
室

を
開

催
す

る

○
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

や
身

体
活

動
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

こ
こ

ろ
・

休
養

●
６

時
間

以
上

の
睡

眠
を

と
り

ま
し

ょ
う

●
自

分
に

あ
っ

た
心

と
体

の
セ

ル
フ

ケ
ア
を

実
践

し
ま

し
ょ

う

●
心

の
健

康
に

対
す

る
正

し
い

知
識

を
も

ち
ま

し
ょ

う

○
十
分
な

睡
眠
で

休
養
を

と
る

○
ス
ト
レ

ス
解
消

法
を

持
つ

○
職
場
に

お
い
て

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

に
取
り
組

む

○
心

の
健

康
に

関
す

る
研

修
の

機
会

を
持

つ

○
職
場
で

は
、
誰

も
が

働
き

や
す

い
環

境
を

つ
く
る

○
心

の
健

康
に

つ
い

て
、

広
く

知
識

の
普

及
啓

発
に

努
め

る

○
心

の
健

康
相

談
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
悩

み
な

ど
を

相
談

で
き

る
窓

口
や

機
関

な
ど

の

情
報

提
供

を
行

う

歯
・

口
腔

の
健

康

●
よ

く
噛

む
こ

と
を

心
が

け
ま

し
ょ

う

●
自
分

に
あ

っ
た

歯
・
口

腔
ケ

ア
を

継

続
し

ま
し

ょ
う

○
フ
ッ
化

物
、
デ

ン
タ
ル

フ
ロ
ス

、
歯
間

ブ

ラ
シ
等
を

利
用
す

る

○
か
か
り

つ
け
歯

科
医
に

よ
る
、
定
期
的

な

口
腔
ケ
ア

を
受
け

る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
研

修
の

場
を

設
け

る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

た
ば
こ

・
ア

ル
コ

ー
ル

●
最

初
の

１
本

を
吸

わ
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う

●
１

週
間

の
う

ち
飲

酒
し

な
い

日
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う

○
喫
煙
所

以
外
で

た
ば
こ

を
吸
わ

な
い

○
節
度
あ

る
適
度

な
飲
酒
（
純
ア

ル
コ
ー

ル

量
日

ｇ
程
度

）
で

、
週

１
回
は
飲

酒
し
な
い

日
を
設

け
る

○
職

場
や

地
域

で
受

動
喫

煙
の

防
止

に
取

り
組
む

○
職

場
や

地
域

で
節

度
あ

る
適

度
な

飲
酒

に
取
り
組

む

○
禁

煙
対

策
を

実
施

○
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

正
し

い
知

識
を

啓
発

す
る

健
康

管
理

●
が
ん
検

診
を

受
け

ま
し

ょ
う

●
精

密
検

査
が

必
要

に
な

っ
た

ら
必

ず
受
診

し
ま

し
ょ

う

●
健
康

意
識

を
高

め
ま

し
ょ

う

●
メ

デ
ィ

ア
と

上
手

く
付

き
合

い
ま

し
ょ
う

○
適
正
体

重
を
知

り
、
維

持
を
心

が
け
る

○
精

密
検

査
が

必
要

に
な

っ
た

ら
必

ず
医

療
機
関
を

受
診
す

る

○
健
康
診

断
、
が

ん
検
診

を
受
け

健
康
管

理

に
努
め
る

〇
メ
デ
ィ

ア
と
の

付
き
合

い
方
を

考
え
る

○
健

康
診

断
や

が
ん

検
診

の
受

診
勧

奨
及

び
受
診
し

や
す
い

環
境

を
整

え
る

○
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

情
報

発
信

を
行

う

○
が

ん
検

診
の

情
報

提
供

や
受

診
率

を
高

め
る

取
り

組
み

を
行

う

○
生

活
習

慣
病

の
早

期
発

見
を

進
め

る
た

め
の

環
境

整
備

を
行

う

○
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

取
り

組
み

を
支

援
す

る

純
ア

ル
コ
ー

ル
量

日
程

度
…

女
性

は
男

性
よ
り

も
少
な

い
量
を

推
奨
。

飲
酒
習

慣
の
な

い
人
に

対
し
て

こ
の
量

の
飲

酒
を

推
奨

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ビ
ー

ル
だ

と
缶

１
本
分
、

チ
ュ
ー

ハ
イ

だ
と

缶
１

本
分

、
日

本
酒
だ
と
１

合
程
度

で
す
。



⑤
歳
～

歳
の
取
り
組
み

健
康

ス
ロ

ー
ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関

係
機

関
行

政

栄
養

・
食

生
活

●
塩

分
は

１
日

７
ｇ

以
下

を
目

指
し

ま
し
ょ

う

●
意
識

し
て

野
菜

を
摂

り
ま

し
ょ

う

○
間
食
の

摂
り
す

ぎ
は
避

け
る

○
減
塩
に

取
り
組

む

○
野

菜
料
理

は
プ

ラ
ス
１

皿
食
べ

る
よ

う
心

が

け
る

○
食

に
関

す
る

体
験

活
動

や
交

流
活

動
の

場
を
設
け

る

○
よ
い
食

生
活
の

普
及

啓
発

を
図

る

○
よ

い
食

生
活

の
普

及
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

〇
生

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
の

食
生

活
の

普
及

・
啓

発
を

行
う

身
体

活
動

（
運

動
・

生
活
活

動
）

●
身
体

活
動

量
を

増
や

し
ま

し
ょ

う

●
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

を
楽

し
み

ま
し

ょ
う

●
座
り
す

ぎ
を

避
け

ま
し

ょ
う

○
今
よ
り

１
日

プ
ラ
ス

分
、
身

体
を
動

か
す

○
分
以

上
座
ら

ず
、
時

々
立
ち

上
が
る

○
積

極
的
に

地
域

や
職
場

な
ど
の

行
事

、
ス

ポ

ー
ツ
教
室

に
参
加

す
る

○
地
域
や

職
場
等

で
運

動
・
ス

ポ
ー

ツ
や

身

体
活
動
を

高
め

る
取

り
組

み
を

行
う

○
運

動
施

設
で

市
民

向
け

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト
や
運

動
教

室
を

開
催

す
る

○
運

動
・
ス

ポ
ー

ツ
や

身
体

活
動

に
関

す
る

教
室

の
開

催
や

情
報

提
供

を
行

う

こ
こ

ろ
・

休
養

●
６

時
間

以
上

の
睡

眠
を

と
り

ま
し

ょ
う

●
自

分
に

あ
っ

た
心

と
体

の
セ

ル
フ

ケ
ア
を

実
践

し
ま

し
ょ

う

●
心

の
健

康
に

対
す

る
正

し
い

知
識

を
も

ち
ま

し
ょ

う

○
十
分
な

睡
眠
で

休
養
を

と
る

○
ス
ト
レ

ス
解
消

法
を

持
つ

○
職
場
に

お
い
て
、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

に
取
り
組

む

○
心

の
健

康
に

関
す

る
研

修
の

機
会

を
持

つ

○
職
場
で

は
、
働
き

や
す

い
環

境
を

つ
く

る

○
心

の
健

康
に

つ
い

て
、
広

く
知

識
の

普
及

啓
発

に
努

め
る

○
心

の
健

康
相

談
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、

悩
み

な
ど

を
相

談
で

き
る

窓
口

や
機

関

な
ど

の
情

報
提

供
を

行
う

歯
・

口
腔

の
健

康

●
歯
周

病
検

診
を

受
け

ま
し

ょ
う

●
を

達
成

し
ま

し
ょ

う
（

歳

で
本

以
上

の
歯

を
持

つ
）

○
フ

ッ
化
物

、
デ

ン
タ
ル

フ
ロ
ス

、
歯

間
ブ

ラ

シ
等
を
利

用
す
る

○
か

か
り
つ

け
歯

科
医
に

よ
る
、

定
期

的
な

口

腔
ケ
ア
を

受
け
る

○
該
当
年

齢
で
歯

周
病
検

診
を
受

け
る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
研

修
の

場
を

設
け

る

○
歯

周
病

検
診

を
実

施
す

る

○
歯

と
口

腔
に

関
す

る
教

室
の

開
催

や
情

報
提

供
を

行
う

た
ば
こ

・
ア

ル
コ

ー
ル

●
喫
煙

ル
ー

ル
を

守
り

ま
し

ょ
う

●
１

週
間

の
う

ち
飲

酒
し

な
い

日
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う

○
喫
煙
所

以
外
で

た
ば
こ

を
吸
わ

な
い

○
節

度
あ
る

適
度

な
飲
酒

（
純
ア

ル
コ

ー
ル

量

日
ｇ

程
度

）
で
、
週

１
回
は

飲
酒
し

な

い
日
を
設

け
る

○
職

場
や

地
域

で
受

動
喫

煙
の

防
止

に
取

り
組
む

○
職

場
や

地
域

で
節

度
あ

る
適

度
な

飲
酒

に
取
り
組

む

○
禁

煙
対

策
を

実
施

す
る

○
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

正
し

い
知

識
を

啓
発

す
る

健
康

管
理

●
が
ん
検

診
・
特

定
健

診
を

受
け

ま
し

ょ
う

●
精

密
検

査
が

必
要

に
な

っ
た

ら
必

ず
受
診

し
ま

し
ょ

う

●
メ

デ
ィ

ア
と

上
手

く
付

き
合

い
ま

し
ょ

う

○
適
正
体

重
を
知

り
、
維

持
を
心

が
け
る

○
精

密
検
査

が
必

要
に
な

っ
た

ら
必

ず
医
療

機

関
を

受
診
す

る
な
ど

、
適
切

な
健

康
管

理
に

努
め
る

〇
メ
デ
ィ

ア
と
の

付
き
合

い
方
を

考
え
る

○
健

康
診

断
や

が
ん

検
診

の
受

診
勧

奨
及

び
受
診
し

や
す
い

環
境

を
整

え
る

○
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

情
報

発
信

を
行

う

○
受

診
率

を
高

め
る

取
り

組
み

○
生

活
習

慣
病

の
早

期
発

見
・
重

症
化

予
防

を
進

め
る

た
め

の
環

境
整

備
を

行
う

純
ア

ル
コ
ー

ル
量

日
程

度
…

女
性

は
男

性
よ
り

も
少
な

い
量
を

推
奨
。

飲
酒
習

慣
の
な

い
人
に

対
し
て

こ
の
量

の
飲

酒
を

推
奨

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ビ
ー

ル
だ

と
缶

１
本
分
、

チ
ュ
ー

ハ
イ

だ
と

缶
１

本
分

、
日

本
酒
だ
と
１

合
程
度

で
す
。

⑥
歳
以
上
の
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り
組
み

健
康

ス
ロ
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ガ

ン
市

民
・
家

庭
地

域
関

係
機

関
行

政

栄
養

・
食

生
活

●
多

く
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類

の
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べ

ま
し

ょ
う

●
お

い
し

く
楽

し
く

安
全

に
食

べ
ま

し
ょ

う

○
水
分
も

十
分
に

摂
る

○
漬

物
・

菓
子

類
の

食
べ

過
ぎ

に
気

を
つ

け
、
低
栄

養
に
な

ら
な
い

よ
う
い

ろ
い
ろ

な
食
品
を

食
べ
る

○
身

近
な

場
所
で

栄
養

・
食

生
活

に
つ

い
て

学

ぶ
機

会
を
つ

く
り

、
食

で
交

流
で

き
る

よ
う

な
機
会
を

提
供
す

る

○
水

分
摂

取
や
栄

養
バ

ラ
ン

ス
等

の
声

か
け

を

行
う

○
栄

養
・

食
生

活
に

関
す

る
情

報
提

供
や

健

康
教

育
・

健
康

相
談

を
行

う

○
低

栄
養

予
防

や
水

分
補

給
に

関
す

る
正

し

い
情

報
を

提
供

す
る

身
体
活
動

（
運

動
・

生
活
活
動

）

●
日
常

生
活

の
中

で
、
今

よ
り

分

多
く

身
体

を
動

か
し

ま
し

ょ
う

●
座
り

す
ぎ

を
避

け
ま

し
ょ

う

○
毎

日
無

理
の

な
い

範
囲

で
、

今
よ

り

分
多
く
身

体
を
動

か
し
、
自
分
に

あ
っ
た

運
動
を
続

け
る

○
積
極
的

に
出
か

け
て
、
仲
間
と

一
緒
に

身

体
を
動
か

す
こ
と

に
取
り

組
む

○
身

近
な

場
所
で

誰
も

が
手

軽
に

で
き

る
運

動

を
紹
介

し
、
実
践

の
場

を
提

供
す

る

○
健

康
づ

く
り

・
介

護
予

防
の

意
識

を
高

め

る
た

め
の

情
報

発
信

・
普

及
啓

発
を

行
う

〇
介

護
予

防
事

業
等

を
開

催
す

る

○
地

域
で

自
主

的
に

運
動

し
や

す
い

環
境

づ

く
り

を
行

う

こ
こ

ろ
・

休
養

●
地

域
の

中
で

声
を

か
け

合
い

、
独

り
で

悩
み

を
抱

え
込

ま
な

い
よ

う

に
し

ま
し

ょ
う

○
話
せ
る

友
人
を

身
近
に

つ
く
る

○
趣
味
や

生
き
が

い
を
も

ち
、
い

き
い
き

と

過
ご
す

○
交
流
の

場
を
提

供
す

る

○
お

互
い

に
あ
い

さ
つ

な
ど

声
を

か
け

合
い
、

見
守
る

○
休

養
や

睡
眠

の
大

切
さ

、
ス

ト
レ

ス
解

消

法
な

ど
に

つ
い

て
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提
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認
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受
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を
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を
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受
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、
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を
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る

○
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近
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を
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や
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提
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健
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教
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を

行
う

○
介

護
予

防
事

業
を

開
催

す
る

た
ば

こ
・

ア
ル
コ
ー

ル

●
飲

酒
し

な
い

日
を

つ
く

り
ま

し
ょ

う

○
喫
煙
所

以
外
で

た
ば
こ

を
吸
わ

な
い

○
節
度
あ

る
適
度

な
飲
酒
（
純
ア

ル
コ
ー

ル

量
１
日

ｇ
よ
り

少
な
く

）
で

、
週

１

回
は

飲
酒

し
な
い

日
を
設

け
る

○
職

場
や

地
域
で

受
動

喫
煙

の
防
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に

取
り

組

む

○
職

場
や

地
域
で

節
度

あ
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適
度

な
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酒
に
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組
む

○
禁

煙
対

策
を

実
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す
る

〇
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普

及
・

啓
発

を
行

う

健
康

管
理

●
か
か

り
つ

け
医

を
も

ち
ま

し
ょ

う

●
定
期

的
に

健
診
、
が

ん
検

診
、
予

防

接
種

を
受

け
ま

し
ょ

う

○
受
診
や

治
療
を

継
続
し

、
健
康

管
理
に

努

め
る

○
精

密
検

査
が

必
要

に
な

っ
た

ら
早

め
に

医
療
機
関

を
受
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す
る

○
声

を
か

け
合
っ

て
健

診
や

予
防

接
種

を
受

け

る

○
熱

中
症

や
感
染

症
等

季
節

に
応

じ
た

健
康

管

理
に
関
す

る
声
か

け
を

行
う

○
健

診
を

受
診

し
や

す
い

環
境

整
備

を
図

る

〇
健

診
未

受
診

者
へ

の
受

診
勧

奨
を

行
う

○
健

診
や

予
防

接
種

、
健

康
づ

く
り

、
適

切
な

受
診

に
関

す
る
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普

及
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発
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ア

ル
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ー

ル
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度
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齢
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習
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の

な
い
人

に
対
し
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こ
の

量
の
飲

酒
を

推
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す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ビ
ー

ル
だ

と
缶

１
本

分
、
チ
ュ

ー
ハ
イ

だ
と

缶
１

本
分

、
日

本
酒

だ
と

１
合
程

度
で
す

。
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を
図

る

〇
健

診
未

受
診

者
へ

の
受

診
勧

奨
を

行
う

○
健

診
や

予
防

接
種

、
健

康
づ

く
り

、
適

切
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受
診

に
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す
る

知
識

の
普

及
啓

発
に

努
め

る

純
ア

ル
コ
ー

ル
量

日
程

度
…

高
齢

期
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よ
り
少

な
い
量

を
推
奨

。
飲
酒

習
慣
の

な
い
人

に
対
し

て
こ
の

量
の
飲
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を

推
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も
の

で
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あ
り

ま
せ

ん
。

ビ
ー

ル
だ

と
缶

１
本

分
、
チ
ュ

ー
ハ
イ

だ
と

缶
１

本
分

、
日

本
酒
だ
と

１
合
程

度
で
す

。



（４）第５次雲南市健康増進実施計画の成果指標

第５次雲南市健康増進実施計画の成果指標として、重点指標、ライフステージ別指標を定めまし

た。毎年度評価を行い、中間評価にて必要に応じて指標の見直しを検討します。

≪重点指標≫

第５次雲南市総合保健福祉計画における健康づくりに関する重点指標を、本計画の重点指標とし

ました。下記の指標により、第５次雲南市健康増進実施計画の健康なまちづくり目標の進捗状況を

評価します。

指標 単位 現状値 目標値 出典 考え方

健康であると感じる市民

の割合【主観的健康感】
市民アンケート

「あなたの現在の健康状態はいかが

ですか？」に「とてもよい」「まあよ

い」と答えた割合。個人にあった健

康づくりができているか主観的健康

感により評価する。

日常的に健康づくりに取

り組んでいる市民の割合
市民アンケート

健康づくり活動の広まりや、取り組

み状況を評価する。高齢期の同項目

は を超えており、同水準までの

上昇を目指す。

歳平均自立期間 年

男性 男性

島根県健康指標

データシステム

生活習慣病予防、介護予防の取り組

みの結果、介護等を必要とせず自立

した生活が継続できているかを評価

する。島根県、雲南市の過去 年間

の延伸年数がほぼ同じであったこと

から、同程度の延伸を見込んだ。

女性 女性

特定健康診査受診率
データヘルス計

画

健康状態を明らかにし、必要な支援

へ繋ぐための最初の段階である受診

率を評価する。データヘルス計画に

基づき目標値を設定。

大腸がん検診受診率

（ 歳～ 歳）
データヘルス計

画

大腸がん年齢調整死亡率は男女とも

上昇していたため、受診率が上昇し

ているか評価する。データヘルス計

画に基づき目標値を設定。

自殺死亡率
第 次雲南市自

死対策総合計画

取り組みの結果、減少しているか評

価する。雲南市自死対策総合計画に

基づき目標値を設定。

≪ライフステージ別指標≫

ライフステージごとの目指す姿の実現に向け、指標を下記の３つに区分し、取り組みの進捗状況

を評価します。

■ＱＯＬ・健康

施策や保健事業によって、健康状態や生活の質がどれだけ改善されたか、効果を評価する指標です。

■行動・学習の指標

市民が個人で行う健康づくり行動や、地域で行う健康づくり活動の状況、及び健康づくりをするため

に必要な知識・技術等の学習状況を評価する指標です。

■組織・資源・環境の指標

健康づくりを支える住民組織、社会資源や環境整備の状況を評価する指標です。

【【
成成

果果
指指
標標
】】

ララ
イイ

フフ
ココ
ーー
スス

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

平
均
寿

命
歳

男
性

島
根

県
健

康
指

標
デ

ー
タ

シ
ス

テ
ム
（
保
健
所
）

女
性

全
が
ん

年
齢
調
整

死
亡
率

人
口

万
対

全
年
齢
・

男
性

全
年
齢
・

女
性

歳
未
満

・
男
性

歳
未
満

・
女
性

脳
血
管

疾
患
年
齢

調
整
死

亡
率

人
口

万
対

全
年
齢
・

男
性

全
年
齢
・

女
性

虚
血
性

心
疾
患
年

齢
調
整

死
亡

率
人

口
万
対

全
年
齢
・

男
性

全
年
齢
・

女
性

日
頃
、

１
回

分
以

上
の

ス
ポ

ー
ツ

や
運

動
を

し
て

い
る
人
の

割
合

全
年
齢
・

男
女
計

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

「
あ
な

た
は
、
日

常
的

に
健

康
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

い
ま
す
か

？
」
に
「

取
り

組
ん
で

い
る
」
「
多
少

取
り

組
ん

で
い

る
」

と
回

答
し

た
割
合

全
年
齢
・

男
女
計

「
あ
な

た
は
、
地
域

と
の

交
流

が
あ

る
と

感
じ

ま
す

か
？

」
に
「
感

じ
る

」「
や

や

感
じ
る

」
と
回
答

し
た
割

合
全

年
齢
・

男
女
計

妊妊
娠娠

前前
～～

歳歳

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

出
生
率

‰
雲

南
圏
域

島
根
の
母
子
保
健

合
計
特

殊
出
生
率

‰
市

こ
ど
も
政
策
課
集
計

乳
児
死

亡
率

出
生
千
対

雲
南
圏
域

島
根
の
母
子
保
健

新
生
児

死
亡
率

出
生
千
対

雲
南
圏
域

周
産
期

死
亡
率

出
生
千
対

雲
南
圏
域

・・
健健

康康

全
出
生

数
中
の
低

出
生
体

重
児

の
割

合
島
根
の
母
子
保
健

む
し
歯

の
な
い
３

歳
児
の

割
合

地
域
保
健
・
健
康
増
進
事
業
報
告

一
人
平

均
む
し
歯

数
本

歳
か
月

母
子
保
健
集
計
シ
ス
テ
ム

歳

「
ゆ
っ

た
り
と
し

た
気
分

で
子

ど
も

と
過

ご
せ

る
時

間
が

あ
り
ま

す
か

」
に
「
は

い
」
と

回
答
し
た

母
親
の

割
合

か
月

増
加

乳
幼
児
健
康
診
査
集
計

歳
か
月

増
加

歳
増
加
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上昇していたため、受診率が上昇し

ているか評価する。データヘルス計

画に基づき目標値を設定。
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死対策総合計画

取り組みの結果、減少しているか評

価する。雲南市自死対策総合計画に

基づき目標値を設定。
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ライフステージごとの目指す姿の実現に向け、指標を下記の３つに区分し、取り組みの進捗状況
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施策や保健事業によって、健康状態や生活の質がどれだけ改善されたか、効果を評価する指標です。
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市民が個人で行う健康づくり行動や、地域で行う健康づくり活動の状況、及び健康づくりをするため
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生
体

重
児

の
割

合
島
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子
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康
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均
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本
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か
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母
子
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健
集
計
シ
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テ
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ゆ
っ

た
り
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た
気
分

で
子

ど
も

と
過
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時

間
が

あ
り
ま

す
か

」
に
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」
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母
親
の

割
合
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乳
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健
康
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歳
か
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加



指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

妊
娠

週
以

内
で
の

妊
娠

の
届

出
率

地
域
保
健
・
健
康
増
進
事
業
報
告

「
あ
な

た
が
お
住

ま
い
の

地
域
（

地
域

自
主

組
織

な
ど

）
の

子
育

て
に
対

す
る
理

解
や
関

心
は
高
い

と
感
じ

ま
す

か
？

」
に
「

感
じ

る
」「

や
や
感
じ

る
」
と
回

答
し

た
割
合

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

行行
動動

・・
学学
習習

「
妊
娠
中

、
お

母
さ
ん

は
喫

煙
を

し
て

い
ま

し
た

か
」
に
「
あ
り

」
と

回
答
し

た

割
合

乳
幼
児
健
康
診
査
集
計

「
欠

食
を

す
る
こ

と
が
あ

り
ま

す
か

」
に

は
い

と
回

答
し

、「
朝
」
に
該
当

し
た
割

合

歳
か
月

歳

「
テ
レ

ビ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は

日
何

時
間

見
ま

す
か

」
に

「
見

な
い
」

又
は
「

時
間

ま
で
」
と

回
答
し

た
割

合

歳
か
月

歳

「
父
親

と
の
ふ
れ

あ
い
」

に
「

毎
日

」
「

時
々

」
と

回
答

し
た
割

合
歳

か
月

歳

保
護
者

が
こ
ど
も

の
仕
上

げ
磨

き
を

し
て

い
る

割
合

歳
か
月

増
加

歳
増
加

９
時
ま

で
に
寝
る

幼
児
の

割
合

歳
か
月

増
加

歳

「
フ

ッ
化

物
歯
面

塗
布
を

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

」
に
「

あ
り

」
と
回

答
し
た

割
合

歳
児

乳
児
訪

問
実
施
率

乳
幼
児

健
康
診
査

受
診
率

か
月

歳
か
月

歳

新
生
児

聴
覚
検
査

受
診
率

新
生
児
聴
覚
検
査
に
関
す
る
調
査

Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種

接
種
率

～
歳

増
加

地
域
保
健
事
業
報
告

麻
し
ん

風
し
ん
混

合
（
Ｍ

Ｒ
）

予
防

接
種

接
種

率
期 期

組組
織織

・・
資資
源源

・・
環環

境境

雲
南
子

育
て
ア
プ

リ
だ
っ

こ
加

入
数

件
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
集
計

母
子
保

健
推
進
員

委
嘱
者

数
人

子
育
て

ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

の
ア

ク
セ

ス
数

件
増
加

う
ん
な
ん
暮
ら
し
推
進
課
集
計

歳歳
～～

歳歳

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

・・
健健

康康

む
し
歯
の

な
い
者

の
割
合

歳

学
校
保
健
統
計
調
査

一
人
平
均

む
し
歯

本
数

本
歳

児
童
・
生

徒
の
肥

満
傾
向

児
の

割
合

（
肥
満
度

＋
以
上

）

小
男
子

減
少

小
女
子

中
男
子

中
女
子

児
童
・
生

徒
の
痩

身
傾
向

児
の

割
合

（
肥
満
度

－
以
下

）

小
男
子

減
少

小
女
子

中
男
子

中
女
子

行行
動動

・・
学学
習習

朝
食
を

欠
食
す
る

こ
ど

も
の

割
合

小
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

中

家
庭
で
メ

デ
ィ
ア

の
約
束

は
あ

り
ま

す
か

小
学
生
（

年
生

～
年

生
）

児
童

生
徒

実
態

調
査
（

キ
ャ
リ

ア

教
育
政
策
課
）

中
学
生

歳歳
～～

歳歳
／／

歳歳
～～

歳歳

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

・・
健健

康康

胃
が
ん

年
齢
調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

・
男
性

減
少

島
根

県
健

康
指

標
デ
ー

タ
シ
ス

テ

ム

～
歳

・
女
性

減
少

大
腸
が

ん
年
齢
調

整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少

肺
が
ん

年
齢
調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少

子
宮
が

ん
年
齢
調

整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

減
少

乳
が
ん

年
齢
調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

減
少

虚
血
性

心
疾
患
年

齢
調

整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少

脳
血
管

疾
患
年
齢

調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少



指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

妊
娠

週
以

内
で
の

妊
娠

の
届

出
率

地
域
保
健
・
健
康
増
進
事
業
報
告

「
あ
な

た
が
お
住

ま
い
の

地
域
（

地
域

自
主

組
織

な
ど

）
の

子
育

て
に
対

す
る
理

解
や
関

心
は
高
い

と
感
じ

ま
す

か
？

」
に
「

感
じ

る
」「

や
や
感
じ

る
」
と
回

答
し

た
割
合

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

行行
動動

・・
学学
習習

「
妊
娠
中

、
お

母
さ
ん

は
喫

煙
を

し
て

い
ま

し
た

か
」
に
「
あ
り

」
と

回
答
し

た

割
合

乳
幼
児
健
康
診
査
集
計

「
欠

食
を

す
る
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
」
に

は
い

と
回

答
し

、「
朝
」
に
該
当

し
た
割

合

歳
か
月

歳

「
テ
レ

ビ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
は

日
何

時
間

見
ま

す
か

」
に

「
見

な
い
」

又
は
「

時
間

ま
で
」

と
回
答
し

た
割
合

歳
か
月

歳

「
父
親

と
の
ふ
れ

あ
い
」

に
「

毎
日

」
「

時
々

」
と

回
答

し
た
割

合
歳

か
月

歳

保
護
者

が
こ
ど
も

の
仕
上

げ
磨

き
を

し
て

い
る

割
合

歳
か
月

増
加

歳
増
加

９
時
ま

で
に
寝
る

幼
児
の

割
合

歳
か
月

増
加

歳

「
フ

ッ
化

物
歯
面

塗
布

を
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
」
に
「

あ
り

」
と
回

答
し
た

割
合

歳
児

乳
児
訪

問
実
施
率

乳
幼
児

健
康
診
査

受
診
率

か
月

歳
か
月

歳

新
生
児

聴
覚
検
査

受
診
率

新
生
児
聴
覚
検
査
に
関
す
る
調
査

Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種

接
種
率

～
歳

増
加

地
域
保
健
事
業
報
告

麻
し
ん

風
し
ん
混

合
（
Ｍ

Ｒ
）

予
防

接
種

接
種

率
期 期

組組
織織

・・
資資
源源

・・
環環
境境

雲
南
子

育
て
ア
プ

リ
だ
っ

こ
加

入
数

件
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
集
計

母
子
保

健
推
進
員

委
嘱
者

数
人

子
育
て

ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

の
ア

ク
セ

ス
数

件
増
加

う
ん
な
ん
暮
ら
し
推
進
課
集
計

歳歳
～～

歳歳

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

・・
健健

康康

む
し
歯
の

な
い
者

の
割
合

歳

学
校
保
健
統
計
調
査

一
人
平
均

む
し
歯

本
数

本
歳

児
童
・
生

徒
の
肥

満
傾
向

児
の

割
合

（
肥
満
度

＋
以
上

）

小
男
子

減
少

小
女
子

中
男
子

中
女
子

児
童
・
生

徒
の
痩

身
傾
向

児
の

割
合

（
肥
満
度

－
以
下

）

小
男
子

減
少

小
女
子

中
男
子

中
女
子

行行
動動

・・
学学
習習

朝
食
を

欠
食
す
る

こ
ど
も

の
割

合
小

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

中

家
庭
で
メ

デ
ィ
ア

の
約
束

は
あ

り
ま

す
か

小
学
生
（

年
生

～
年

生
）

児
童

生
徒

実
態

調
査
（

キ
ャ
リ

ア

教
育
政
策
課
）

中
学
生

歳歳
～～

歳歳
／／

歳歳
～～

歳歳

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

・・
健健

康康

胃
が
ん

年
齢
調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

・
男
性

減
少

島
根

県
健

康
指

標
デ
ー

タ
シ
ス

テ

ム

～
歳

・
女
性

減
少

大
腸
が

ん
年
齢
調

整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少

肺
が
ん

年
齢
調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少

子
宮
が

ん
年
齢
調

整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

減
少

乳
が
ん

年
齢
調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

減
少

虚
血
性

心
疾
患
年

齢
調

整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少

脳
血
管

疾
患
年
齢

調
整

死
亡

率
人

口
万
対

～
歳

・
男
性

減
少

～
歳

・
女
性

減
少



指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

自
殺

年
齢

調
整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

・
男
性

以
下

第
２

次
雲

南
市

自
死
対

策
総
合

計

画

～
歳

・
女
性

以
下

～
歳

・
男
性

以
下

～
歳

・
女
性

以
下

特
定
健

診
受
診
率

国
保
連
合
会
法
定
報
告

特
定
保

健
指
導
対

象
者

の
う

ち
修

了
者

の
割

合
暫
定

脳
卒
中

年
齢
調
整

発
症

率
人

口
万
対

全
年
齢
・

男
性

島
根
県
脳
卒
中
発
症
状
況
調
査

高
血
圧

年
齢
調
整

有
病

率
（

※
）

～
歳

・
男
性

特
定
健
診
集
計
Ｃ
Ｄ

～
歳

・
女
性

以
下

糖
尿
病

年
齢
調
整

有
病

率
～

歳
・
男
性

～
歳

・
女
性

脂
質
異

常
症
年
齢

調
整

有
病

率
～

歳
・
男
性

以
下

～
歳

・
女
性

以
下

に
よ
る
判

定
が
「

肥
満

」
の

割
合

～
歳

・
男
性

～
歳

・
女
性

行行
動動

・・
学学
習習

胃
が
ん

検
診
受
診

率
～

歳
・
男
性

地
域
保
健
事
業
報
告

～
歳

・
女
性

肺
が
ん

検
診
受
診

率
～

歳
・
男
性

～
歳

・
女
性

大
腸
が

ん
検
診
受

診
率

～
歳

・
男
性

～
歳

・
女
性

子
宮
頸

が
ん
検
診

受
診

率
～

歳

乳
が
ん

検
診
受
診

率
～

歳

胃
が
ん

検
診
精
密

検
査

受
診

率
歳
～

歳
・

男
女
計

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画
（

地
域
保

健

事
業
報
告
）

肺
が
ん

検
診
精
密

検
査

受
診

率

大
腸
が

ん
検
診
精

密
検

査
受

診
率

子
宮
頸

が
ん
検
診

精
密

検
査

受
診

率
歳
～

歳
・

集
団

乳
が
ん

検
診
精
密

検
査

受
診

率
全

年
齢
・

集
団

成
人
歯

周
病

健
診

受
診

率
男

女
計

成
人
歯
周
病
健
診
結
果

喫
煙
習

慣
あ
り
（
「
現
在
、
た

ば
こ

を
習

慣
的

に
吸

っ
て

い
る
」
に
「

は
い
」
と

回

答
し
た

割
合
）

年
齢
調
整

・
～

歳
・
男

性
特
定
健
診
集
計
Ｃ
Ｄ

年
齢
調
整

・
～

歳
・
女

性

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

毎
日
飲

酒
あ
り
（
「
お
酒
（

日
本

酒
、
焼

酎
、
ビ

ー
ル

、
洋

酒
な
ど
）
を
飲
む

頻
度

」

に
「
毎

日
」
と
回

答
し

た
割

合
）

年
齢
調
整

・
～

歳
・
男

性

特
定
健
診
集
計
Ｃ
Ｄ

年
齢
調
整

・
～

歳
・
女

性

睡
眠

で
十

分
に

休
養

が
と

れ
て

い
な

い
（
「

睡
眠

で
休

養
が

十
分

と
れ

て
い

る
」

に
「
い

い
え
」
と

回
答

し
た

割
合

）

年
齢
調
整

・
～

歳
・
男

性

年
齢
調
整

・
～

歳
・
女

性

組組
織織

・・
資資
源源

・・
環環
境境

気
づ
く

・
つ
な
ぐ

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
数

人
第

２
次
雲

南
市

自
死
対

策
総
合

計

画

歳歳
以以

上上

指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

・・
健健

康康

自
殺

年
齢

調
整
死

亡
率

人
口

万
対

歳
以
上

・
男
性

以
下

第
２

次
雲

南
市

自
死
対

策
総
合

計

画
歳
以
上

・
女
性

以
下

雲
南
市

要
介
護
認

定
率

（
認

定
者

数
／

号
被

保
険

者
数

）
の
割

合
広
域
連
合
月
例
報
告

要
介
護

認
定
者
の

う
ち

認
知

症
の

人
数

人
雲
南
広
域
連
合
調
査

糖
尿
病

年
齢
調
整

有
病

率
～

歳
・
男
性

特
定
健
診
集
計
Ｃ
Ｄ

～
歳

・
女
性

以
下
の
割

合

～
歳

・
男
性

シ
ス
テ
ム

～
歳

・
女
性

歳
以
上

・
男
性

歳
以
上

・
女
性

「
あ
な

た
は
、
生
き

が
い

を
も

っ
て

生
活

し
て

い
ま

す
か

？
」
に
「

あ
る

」「
多

少

あ
る
」

と
回
答
し

た
割

合
対

象
：

歳
以
上

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

行行
動動

・・
学学
習習

後
期
高

齢
者
歯
科

口
腔

健
診

受
診

率
～

歳
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
結
果

「
お
酒

（
日
本
酒

、
焼

酎
、

ビ
ー

ル
、

洋
酒

な
ど

）
を

飲
む
頻
度

」
に
「

毎
日
」

と
回
答

し
た
割
合

～
歳

・
男
性

特
定
健
診
集
計
Ｃ
Ｄ

～
歳

・
女
性

喫
煙

習
慣

あ
り

の
者

の
割

合
（
「

現
在

、
た

ば
こ

を
習

慣
的

に
吸

っ
て

い
る

」
に

「
は
い

」
と
回
答

し
た

割
合

）
～

歳
・
男
性

減
少



指
標

単
位

区
分

現
状
値

目
標
値

出
典

自
殺

年
齢

調
整
死

亡
率

人
口

万
対

～
歳

・
男
性

以
下

第
２

次
雲

南
市

自
死
対

策
総
合

計

画

～
歳

・
女
性

以
下

～
歳

・
男
性

以
下

～
歳

・
女
性

以
下

特
定
健

診
受
診
率

国
保
連
合
会
法
定
報
告

特
定
保

健
指
導
対

象
者

の
う

ち
修

了
者

の
割

合
暫
定

脳
卒
中

年
齢
調
整

発
症

率
人

口
万
対

全
年
齢
・

男
性

島
根
県
脳
卒
中
発
症
状
況
調
査

高
血
圧

年
齢
調
整

有
病

率
（

※
）

～
歳

・
男
性

特
定
健
診
集
計
Ｃ
Ｄ

～
歳

・
女
性

以
下

糖
尿
病

年
齢
調
整

有
病

率
～

歳
・
男
性

～
歳

・
女
性

脂
質
異

常
症
年
齢

調
整

有
病

率
～

歳
・
男
性

以
下

～
歳

・
女
性

以
下

に
よ
る
判

定
が
「

肥
満

」
の

割
合

～
歳

・
男
性

～
歳

・
女
性

行行
動動

・・
学学
習習

胃
が
ん

検
診
受
診

率
～

歳
・
男
性

地
域
保
健
事
業
報
告

～
歳

・
女
性

肺
が
ん

検
診
受
診

率
～

歳
・
男
性

～
歳

・
女
性

大
腸
が

ん
検
診
受

診
率

～
歳

・
男
性

～
歳

・
女
性

子
宮
頸

が
ん
検
診

受
診

率
～

歳

乳
が
ん

検
診
受
診

率
～

歳

胃
が
ん

検
診
精
密

検
査

受
診

率
歳
～

歳
・

男
女
計

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画
（

地
域
保

健

事
業
報
告
）

肺
が
ん

検
診
精
密

検
査

受
診

率

大
腸
が

ん
検
診
精

密
検

査
受

診
率

子
宮
頸

が
ん
検
診

精
密

検
査

受
診
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４．「第５次雲南市健康増進実施計画」の体系図                                                                                                              

健康なまちづくり目標 『みんながずっと元気なまち』

ライフコースを踏まえ、ライフステージに応じた自分にあった健康づくりの推進 誰もが健康でいきいきと暮らせる環境づくり

ライフステージごとの目指す姿

ライフステージごとの取り組み ※◎は重点取り組み 健康づくりを支える体制

妊娠前～５歳 ６歳～18歳 19歳～39歳 40歳～64歳 65歳以上 環境の整備・充実

◎地域、子育て支援センター、保育所（園）、幼稚園、こども園、小
学校、中学校等と連携し、基本的な生活習慣を身につけられるよう、
こどもの健康管理を推進します。
・自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切にし、
健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。

◎生活習慣の改善を図ることで、生活習慣病の予防及び重症化予防対策を進めます。
・デジタル媒体の活用や職域・関係機関との連携による健康情報の提供体制の充実を図
り、日常生活の中で健康に関心を持ち、自然に健康づくりができる情報発信に取り組みま
す。
・第２次自死対策総合計画に基づき、地域における保健・医療・福祉・教育労働その他
関連施策が有機的な連携を図り、働き盛り世代の自死対策を進めます。
・自らの心身の健康に関心を持ち、自分自身や他人の命を大切にし、健康の保持増進に
取り組めるよう啓発します。

◎健康調査等を活用し実態把握を行い、地域での健康づ
くりと介護予防に取り組める場に必要な人を接続しつつ、
高齢期の多様な社会参加を促進します。
・メタボ予防からフレイル予防への切り替えの重要性を啓発
するとともに総合的なフレイル対策を推進します。
◎共生社会の実現を目指し、関係機関と連携した相談支
援体制と住民同士の見守り体制の充実により、認知症の
方を地域で支える仕組みづくりを進めます。
・高齢者の健康づくりや介護予防活動を支援する人材
（食生活改善推進員、地域運動指導員、介護予防サ
ポーター等）を発掘・育成し、地域との繋がりを持ち活動
できるよう支援を行います。
・自らの心身の健康に関心をもち、自分自身や他人の命を
大切にし、健康の保持増進に取り組めるよう啓発します。

健康づくり推進協議会

学校、事業所、団体

健康づくりを支える地域人材

◎病院や各関係機関と連携し、
妊娠前から子育て期にわたり、切
れ目のない一体的な支援の充実
を図ります。
・親子間での愛着を形成し、完璧
でなくてもほどよい子育てが自然に
でき、誰もが受け入れられ住みや
すいと感じられるよう、地域におけ
る子育て支援体制を強化します。

◎データヘルス計画、特定健康診査等実施計
画に基づき、特定健診の受診率向上、及び
特定保健指導の実施率向上、がん検診・精
密検査の受診率向上に取り組みます。
・引き続き、国の推奨する死亡率の減少の効
果があると認められたがん検診について、その
精度を保ち、適切に管理します。

市民・家庭／地域関係機関／行政 の取り組み

妊娠前～5歳
（妊娠前から妊娠期・乳幼児期）

（妊娠前～妊娠中）次世代の健康を考
えて望ましい生活習慣を身につける

（乳幼児期）元気に身体を動かし遊ぶ

6歳～18歳
（学童期・思春期）

自分の心身の健康に必要な知識を身につけ、健
康的な生活習慣を実践できる力を養う

19歳～39歳
（青年期）

定期的に健康診断を受け、健康状態を確
認し健康に関心を持つ

40歳～64歳
（壮年期）

がん検診、特定健診等を受け健康な生活習慣
を実践し、いきいきと活動するための心と体の健

康づくりを心がける

65歳以上
（高齢期）

自分の状態にあった生活習慣を実践し、地域
活動に参加するなど社会との繋がりを持つ

ライフコース

すくすく部会

きらきら部会

はつらつ部会

栄養・食生活 身体活動 たばこ・アルコール 健康管理歯・口腔の健康こころ・休養
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幼

児
個

別
健

診
事

業
・

新
生

児
聴

覚
検

査
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
新

生
児

聴
覚

検
査

申
請

方
法

の
見

直
し

新
生

児
聴

覚
検

査
新

申
請

方
法

開
始

乳
児

訪
問

事
業

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

乳
幼

児
集

団
健

診
事

業
・

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
健

診
体

制
の

変
更

5
歳

児
健

診
の

導
入

に
よ

る
支

援
体

制
の

評
価

健
診

体
制

の
検

討

幼
児

フ
ッ

化
物

歯
面

塗
布

事
業

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

母
子

教
室

相
談

事
業

（
離

乳
食

教
室

・
育

児
相

談
・

妊
婦

サ
ロ

ン
）

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

離
乳

食
啓

発
資

料
配

布
離

乳
食

教
室

の
実

施
方

法
の

検
討

発
達

ク
リ

ニ
ッ

ク
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

産
後

ケ
ア

事
業

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

事
業

拡
充

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

産
前
産
後
訪
問
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
家
事
・
育
児
援
助
）

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

多
胎

児
養

育
家

庭
支

援
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

小
児

慢
性

特
定

疾
患

児
日

常
生

活
用

具
給

付
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

不
妊

治
療

費
助

成
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

特
定

健
康

診
査

健
康

推
進

課
受

診
率

向
上

対
策

（
会

場
・

日
程

の
見

直
し

含
む

）
協

議

受
診

率
向

上
対

策
の

実
施

、
実

施
計

画
中

間
評

価
計

画
策

定

特
定

保
健

指
導

健
康

推
進

課

脳
卒

中
・

高
血

圧
対

策
健

康
推

進
課

啓
発

媒
体

の
活

用
、

チ
ラ

シ
配

布
継

続
実

施

糖
尿

病
・

慢
性

腎
疾

患
重

症
化

予
防

事
業

健
康

推
進

課
フ

ロ
ー

見
直

し
フ

ロ
ー

改
訂

実
施

成
人

歯
周

病
検

診
健

康
推

進
課

が
ん

検
診

全
般

健
康

推
進

課
電

子
決

済
検

討
／

個
別

受
診

勧
奨

に
よ

る
併

受
診

の
促

進

電
子

決
済

導
入

／
受

診
券

発
行

方
法

検
討

非
課

税
世

帯
自

己
負

担
金

無
料

化
検

討

受
診

券
発

行
体

制
整

備
／

非
課

税
世

帯
無

料
化

予
算

化
／

対
象

年
齢

考
え

方
見

直
し

検
討

受
診

券
発

行
開

始
／

個
別

通
知

方
法

見
直

し
／

非
課

税
世

帯
無

料
化

子
宮

頸
が

ん
検

診
健

康
推

進
課

H
P
V
単

独
法

情
報

収
集

H
P
V
単

独
法

協
議

歳 ～ 歳 ／ 歳 ～ 歳妊 娠 前 ～ ５ 歳 ／ ６ 歳 ～ 歳

歯
面

塗
布

の
継

続
実

施
、

フ
ッ

化
物

配
合

歯
磨

剤
の

情
報

提
供

関
係

機
関

と
連

携
し

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
の

実
施

。
継

続
実

施
。

医
療

機
関

か
ら

の
妊

産
婦

、
新

生
児

連
絡

票
等

に
基

づ
き

、
妊

娠
期

か
ら

の
切

れ
目

の
な

い
支

援
の

実
施

。

実
施

内
容

振
り

返
り

・
検

討

2
0
歳

、
3
0
歳

へ
の

導
入

検
討

ラ イ フ コ ー ス を 踏 ま え 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に あ っ た 健 康 づ く り の 推 進



柱
分

類
取

り
組

み
担

当
課

令
和

7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度

プ
レ

コ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
ケ

ア
の

啓
発

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

啓
発

方
法

の
検

討
（

子
育

て
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
で

の
啓

発
、

成
人

式
で

の
啓

発
）

啓
発

継
続

啓
発

継
続

啓
発

継
続

啓
発

継
続

周
産

期
医

療
機

関
と

の
連

携
こ

ど
も

家
庭

支
援

課

伴
走

型
相

談
支

援
事

業
・

妊
婦

の
た

め
の

支
援

給
付

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

妊
産

婦
・

乳
幼

児
個

別
健

診
事

業
・

新
生

児
聴

覚
検

査
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
新

生
児

聴
覚

検
査

申
請

方
法

の
見

直
し

新
生

児
聴

覚
検

査
新

申
請

方
法

開
始

乳
児

訪
問

事
業

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

乳
幼

児
集

団
健

診
事

業
・

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
健

診
体

制
の

変
更

5
歳

児
健

診
の

導
入

に
よ

る
支

援
体

制
の

評
価

健
診

体
制

の
検

討

幼
児

フ
ッ

化
物

歯
面

塗
布

事
業

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

母
子

教
室

相
談

事
業

（
離

乳
食

教
室

・
育

児
相

談
・

妊
婦

サ
ロ

ン
）

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

離
乳

食
啓

発
資

料
配

布
離

乳
食

教
室

の
実

施
方

法
の

検
討

発
達

ク
リ

ニ
ッ

ク
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

産
後

ケ
ア

事
業

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

事
業

拡
充

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

産
前
産
後
訪
問
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
家
事
・
育
児
援
助
）

こ
ど

も
家

庭
支

援
課

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

継
続

実
施

多
胎

児
養

育
家

庭
支

援
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

小
児

慢
性

特
定

疾
患

児
日

常
生

活
用

具
給

付
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

不
妊

治
療

費
助

成
事

業
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施
継

続
実

施

特
定

健
康

診
査

健
康

推
進

課
受

診
率

向
上

対
策

（
会

場
・

日
程

の
見

直
し

含
む

）
協

議

受
診

率
向

上
対

策
の

実
施

、
実

施
計

画
中

間
評

価
計

画
策

定

特
定

保
健

指
導

健
康

推
進

課

脳
卒

中
・

高
血

圧
対

策
健

康
推

進
課

啓
発

媒
体

の
活

用
、

チ
ラ

シ
配

布
継

続
実

施

糖
尿

病
・

慢
性

腎
疾

患
重

症
化

予
防

事
業

健
康

推
進

課
フ

ロ
ー

見
直

し
フ

ロ
ー

改
訂

実
施

成
人

歯
周

病
検

診
健

康
推

進
課

が
ん

検
診

全
般

健
康

推
進

課
電

子
決

済
検

討
／

個
別

受
診

勧
奨

に
よ

る
併

受
診

の
促

進

電
子

決
済

導
入

／
受

診
券

発
行

方
法

検
討

非
課

税
世

帯
自

己
負

担
金

無
料

化
検

討

受
診

券
発

行
体

制
整

備
／

非
課

税
世

帯
無

料
化

予
算

化
／

対
象

年
齢

考
え

方
見

直
し

検
討

受
診

券
発

行
開

始
／

個
別

通
知

方
法

見
直

し
／

非
課

税
世

帯
無

料
化

子
宮

頸
が

ん
検

診
健

康
推

進
課

H
P
V
単

独
法

情
報

収
集

H
P
V
単

独
法

協
議

歳 ～ 歳 ／ 歳 ～ 歳妊 娠 前 ～ ５ 歳 ／ ６ 歳 ～ 歳

歯
面

塗
布

の
継

続
実

施
、

フ
ッ

化
物

配
合

歯
磨

剤
の

情
報

提
供

関
係

機
関

と
連

携
し

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
の

実
施

。
継

続
実

施
。

医
療

機
関

か
ら

の
妊

産
婦

、
新

生
児

連
絡

票
等

に
基

づ
き

、
妊

娠
期

か
ら

の
切

れ
目

の
な

い
支

援
の

実
施

。

実
施

内
容

振
り

返
り

・
検

討

2
0
歳

、
3
0
歳

へ
の

導
入

検
討

ラ イ フ コ ー ス を 踏 ま え 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に あ っ た 健 康 づ く り の 推 進 柱
分

類
取

り
組

み
担

当
課

令
和

7
年

度
令

和
8
年

度
令

和
9
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
1
1
年

度

胃
が

ん
検

診
健

康
推

進
課

胃
内

視
鏡

（
ド

ッ
ク

）
の

読
影

体
制

整
備

検
討

胃
内

視
鏡

（
ド

ッ
ク

）
が

ん
検

診
と

し
て

の
取

り
扱

い
・

精
検

票
の

運
用

開
始

定
員

拡
大

結
核

肺
が

ん
検

診
健

康
推

進
課

受
診

者
減

会
場

へ
の

対
策

大
腸

が
ん

検
診

健
康

推
進

課

大
腸

が
ん

離
脱

者
分

析
・

勧
奨

方
法

検
討

／
（

個
別

）
仕

様
書

作
成

に
つ

い
て

協
議

／
自

己
負

担
金

無
料

化
検

討

大
腸

が
ん

離
脱

者
分

析
・

勧
奨

実
施

／
（

個
別

）
仕

様
書

医
師

会
等

説
明

／
w
e
b
・

電
話

申
し

込
み

開
始

（
個

別
）

仕
様

書
運

用
開

始

乳
が

ん
検

診
健

康
推

進
課

精
検

統
一

様
式

運
用

開
始

後
期

高
齢

者
健

康
診

査
健

康
推

進
課

県
広

域
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
計

画
に

基
づ

き
市

の
健

診
受

診
勧

奨
を

検
討

す
る

市
の

方
針

を
決

め
る

集
団

・
個

別
健

診
を

継
続

す
る

後
期

高
齢

者
歯

科
口

腔
健

診
健

康
推

進
課

受
診

勧
奨

の
強

化
受

診
率

の
目

標
値

を
設

定
し

医
療

機
関

へ
周

知
す

る
継

続
継

続
継

続

身
体

活
動

促
進

普
及

啓
発

(
幸

雲
体

操
普

及
と

継
続

支
援

)
健

康
推

進
課

う
ん

な
ん

幸
雲

体
操

普
及

継
続

継
続

／
う

ん
な

ん
幸

雲
体

操
1
,
0
0
0
人

達
成

イ
ベ

ン
ト

継
続

継
続

口
腔

機
能

向
上

普
及

啓
発

・
低

栄
養

予
防

健
康

推
進

課

地
域

包
括

口
腔

ケ
ア

会
議

に
参

加
栄

養
士

に
よ

る
出

前
講

座
の

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

地
域

運
動

指
導

員
に

よ
る

介
護

予
防

の
推

進
健

康
推

進
課

年
1
回

介
護

予
防

・
幸

雲
体

操
研

修

地
域

運
動

指
導

員
養

成
講

座
で

口
腔

・
栄

養
・

幸
雲

体
操

を
指

導

年
1
回

介
護

予
防

・
幸

雲
体

操
研

修
継

続
地

域
運

動
指

導
員

養
成

講
座

で
口

腔
・

栄
養

・
幸

雲
体

操
を

指
導

高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
の

一
体

的
取

り
組

み
の

推
進

（
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

推
進

）
健

康
推

進
課
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参考資料



健康を取り巻く状況 資料集

（１）人口動態

・市町村別情報 面積・人口

しまね統計情報データベースより

雲南市は、令和 年 月 日現在、人口 人（前年比△ 人）、世帯数 世帯

（前年比△ 世帯）で人口減少が続いています。年齢階層別では、 歳未満の年少人口が

、 歳～ 歳の生産年齢人口が 、 歳以上の老齢人口が で、令和 年出

生率は （前年比△ ）、死亡率は （前年比＋ ）と、少子高齢化が進んでいます。

・町別人口及び人口増減率

実数（人） 年～ 年 年～ 年

年 年 年
増減数

（人）

増減率

（％）

増減数

（人）

増減率

（％）

雲南市 △ △ △ △

大東町 △ △ △ △

加茂町 △ △ △ △

木次町 △ △ △ △

三刀屋町 △ △ △ △

吉田町 △ △ △ △

掛合町 △ △ △ △

令和２年度国勢調査より

計計 男男 女女

((令令和和55..1100..11)) ((令令和和55..11..11)) ((令令和和55..1100..11)) ((令令和和55..1100..11)) ((令令和和55..1100..11)) （（令令和和44年年）） （（令令和和44年年）） （（令令和和44年年））

K㎡ 世帯 人 人 人 ％ ％ ％ 人/1000人 人/1000人 人/1000人

△△  99 ..77

松 江 市 △ 6.3

浜 田 市 △ 13.2

出 雲 市 △ 5.9

益 田 市 △ 11.2

大 田 市 △ 14.7

安 来 市 △ 13.5

江 津 市 △ 13.7

雲雲 南南 市市 △△  1144..22

奥 出 雲 町 △ 18.3

飯 南 町 △ 19.4

川 本 町 △ 13.8

美 郷 町 △ 27.2

邑 南 町 △ 18.5

津 和 野 町 △ 17.7

吉 賀 町 △ 14.2

海 士 町 △ 8.6

西 ノ 島 町 △ 19.9

知 夫 村 △ 13.2

隠 岐 の 島 町 △ 11.9

資 料

島島 根根 県県 総総 数数

国土交通省国土地理院 県市町村課 県健康福祉総務課

「全国都道府県市
区町村別面積調」

「住民基本台帳年

報」
厚生労働省「人口動態統計」

県統計調査課
「令和5年　島根の人口移動と推計人口」

市 町 村 順順
位位

順順
位位

順順
位位

1155歳歳未未
満満

順順
位位

面面          積積 順順
位位

世世    帯帯    数数 順順
位位

出出    生生    率率 順順
位位

死死    亡亡    率率 順順
位位

自自然然増増加加率率 順順
位位

県統計調査課
「令和5年　島根の人口移動と推計人口」

人人　　　　　　　　　　口口 人人口口年年齢齢別別割割合合((令令和和55..1100 ..11 ))

1155～～6644
歳歳

順順
位位

6655歳歳
以以上上

順順
位位



・人口等の推移

住民基本台帳及び長寿障がい福祉課照会より

（２）出生の状況

・出生数と出生率

島根の母子保健より

・合計特殊出生率

年 ～ ～ ～ ～ ～ ～

島根県

雲雲南南市市

厚生労働省「人口動態統計特殊報告」統計表 市区町村別合計特殊出生率・標準化死亡比より

・低出生体重児の状況

国

島根県

雲南圏域

雲雲南南市市

（人数）

島根の母子保健より

雲南市の出生数と出生率の推移

出生数 出生率 島根県出生率

令和 年 月末 令和 年 月末 令和 年 月末

総人口

世帯数

歳以上人口

高齢化率

高齢者世帯数

要介護認定率

（ ）（人）



・人口等の推移

住民基本台帳及び長寿障がい福祉課照会より

（２）出生の状況

・出生数と出生率

島根の母子保健より

・合計特殊出生率

年 ～ ～ ～ ～ ～ ～

島根県

雲雲南南市市

厚生労働省「人口動態統計特殊報告」統計表 市区町村別合計特殊出生率・標準化死亡比より

・低出生体重児の状況

国

島根県

雲南圏域

雲雲南南市市

（人数）

島根の母子保健より

雲南市の出生数と出生率の推移

出生数 出生率 島根県出生率

令和 年 月末 令和 年 月末 令和 年 月末

総人口

世帯数

歳以上人口

高齢化率

高齢者世帯数

要介護認定率

（ ）（人）

（３）妊娠期からの切れ目ない連携支援体制
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用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

等
を

一

緒
に

確
認

。

・
夫

の
育

児
休

業
取

得
の

推
奨

。
赤

ち
ゃ

ん
を

迎
え

る
心

が
ま

え
、

産
後

の
子

育
て

相
談

・情
報

交
換

の
場

と
な

る

妊
婦

サ
ロ

ン
の

紹
介

出
産

応
援

ギ
フ

ト
万

円

・
お

父
さ

ん
の

た
め

の
育

児
ガ

イ
ド

に
基

づ
き

夫
の

育
児

参
加

の
必

要
性

に
つ

い
て

説
明

・
予

防
接

種
手

帳
、

乳
幼

児
健

診
、

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

案
内

・
発

育
・
栄

養
、

生
活

環
境

、
必

要
な

指
導

・
不

安
や

悩
み

を
聞

き
、

子
育

て
支

援
に

関
す

る
サ

ー
ビ

ス
を

紹
介

・
支

援
が

必
要

な
家

庭
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

検
討

、
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整

子
育

て
応

援
ギ

フ
ト

万
円



（３）死亡の状況

・主要死因の年齢調整死亡率・男性（人口 万対）

死因

分類
虚血性心疾患 脳血管疾患 自死

悪性新生物 胃 肺 大腸・直腸

全
年
齢

全国 単年

島根県

雲南市

～

歳

全国 単年

島根県

雲南市

歳
以
上

全国 単年

島根県

雲南市

・主要死因の年齢調整死亡率・女性（人口 万対）

死因

分類
虚血性心疾患 脳血管疾患 自死

悪性新生物 胃 肺 大腸・直腸

全
年
齢

全国 単年

島根県

雲南市

～

歳

全国 単年

島根県

雲南市

歳
以
上

全国 単年

島根県

雲南市

注 全国は 年単年。島根県、雲南市は 年を中心とした５年平均。

注 年齢調整死亡率について、悪性新生物（胃、肺、大腸・直腸も含む）は昭和 年平滑化人口、その他は平成

年平滑化人口をもとに算出されたもの。

島根県健康指標データシステムより



（３）死亡の状況

・主要死因の年齢調整死亡率・男性（人口 万対）

死因

分類
虚血性心疾患 脳血管疾患 自死

悪性新生物 胃 肺 大腸・直腸

全
年
齢

全国 単年

島根県

雲南市

～

歳

全国 単年

島根県

雲南市

歳
以
上

全国 単年

島根県

雲南市

・主要死因の年齢調整死亡率・女性（人口 万対）

死因

分類
虚血性心疾患 脳血管疾患 自死

悪性新生物 胃 肺 大腸・直腸

全
年
齢

全国 単年

島根県

雲南市

～

歳

全国 単年

島根県

雲南市

歳
以
上

全国 単年

島根県

雲南市

注 全国は 年単年。島根県、雲南市は 年を中心とした５年平均。

注 年齢調整死亡率について、悪性新生物（胃、肺、大腸・直腸も含む）は昭和 年平滑化人口、その他は平成

年平滑化人口をもとに算出されたもの。

島根県健康指標データシステムより

・死因別死亡状況

死亡順位（１位～５位）と死亡数割合（男性・全年齢・５年平均）

－

１位

悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物

２位

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

３位

肺炎 肺炎 脳血管疾患 脳血管疾患 脳血管疾患

４位

脳血管疾患 脳血管疾患 その他の呼吸

器系の疾患

その他の呼吸

器系の疾患

老衰

５位

その他の呼吸

器系の疾患

その他の呼吸

器系の疾患

肺炎 老衰 その他の呼吸

器系の疾患

死亡順位（１位～５位）と死亡数割合（女性・全年齢・５年平均）

－

１位

悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物

２位

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

心疾患（除く高

血圧性）

３位

老衰 老衰 老衰 老衰 老衰

４位

脳血管疾患 脳血管疾患 脳血管疾患 脳血管疾患 脳血管疾患

５位

肺炎 肺炎 肺炎 肺炎 その他の呼吸

器系の疾患

島根県健康指標データシステムより



（４）健康水準

・男女平均寿命

島根県健康指標データシステム（ 歳平均余命・ 年平均）より

・ 歳平均余命、平均自立期間

島根県健康指標データシステムより

雲南市

雲南圏域

島根県

平均余命（男性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均余命（男性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均自立期間（男性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均余命（女性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均自立期間（女性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

雲南市

雲南圏域

島根県

平均余命（女性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県



（４）健康水準

・男女平均寿命

島根県健康指標データシステム（ 歳平均余命・ 年平均）より

・ 歳平均余命、平均自立期間

島根県健康指標データシステムより

雲南市

雲南圏域

島根県

平均余命（男性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均余命（男性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均自立期間（男性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均余命（女性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

歳平均自立期間（女性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

雲南市

雲南圏域

島根県

平均余命（女性・ 年平均）

雲南市 雲南圏域 島根県

（５）こどもの状況

１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査結果より

朝食を欠食している幼児の割合

歳６か月児 ３歳児

時までに寝る幼児の割合

歳６か月 歳

７時までに起きる３歳児の割合

テレビ、ＤＶＤの視聴が１日１時間未満の児の割合

歳６か月児 ３歳児



・児童、生徒の体格

全国学力・運動能力、運動習慣等調査より

・歯の状況

母子保健集計システム、学校保健統計調査より

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

児童、生徒の肥満傾向児の出現率

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

児童、生徒の痩身傾向児の出現率

歳 か月児 歳児 歳児

本 一人平均むし歯本数



・児童、生徒の体格

全国学力・運動能力、運動習慣等調査より

・歯の状況

母子保健集計システム、学校保健統計調査より

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

児童、生徒の肥満傾向児の出現率

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

児童、生徒の痩身傾向児の出現率

歳 か月児 歳児 歳児

本 一人平均むし歯本数

（６）成人期、高齢期の状況

・年齢調整有病率

特定健診集計ＣＤより

糖尿病年齢調整有病率

（男性・ 歳～ 歳）

雲南市 雲南圏域 島根県

高血圧年齢調整有病率

（男性・ 歳～ 歳）

雲南市 雲南圏域 島根県

脂質異常症年齢調整有病率

（男性・ 歳～ 歳）

雲南市 雲南圏域 島根県

糖尿病年齢調整有病率

（女性・ 歳～ 歳）

雲南市 雲南圏域 島根県

高血圧年齢調整有病率

（女性・ 歳～ 歳）

雲南市 雲南圏域 島根県

脂質異常症年齢調整有病率

（女性・ 歳～ 歳）

雲南市 雲南圏域 島根県



（７）高齢者の健康づくり・介護予防・生活支援の取り組み体系



（７）高齢者の健康づくり・介護予防・生活支援の取り組み体系 ・雲南市の塩分摂取量の推移

年 年 年 年 年 年

雲南市

大東

加茂

木次

三刀屋

吉田

掛合

地域包括ケア研究推進事業（島根大学委託）調査より

・成人歯周病検診

歯の状況

歯周ポケット

※ポケット：歯と歯茎の間にできる溝。歯周病が進行するほど深くなる。

浅いポケット… ㎜～ ㎜、深いポケット… ㎜以上

歳 歳 歳 歳

（本）

処置歯数

未処置歯数

健全歯数

現在歯数

歳 歳 歳 歳 総計
健全 浅いポケット 深いポケット 該当歯なし



・後期高齢者歯科口腔健診結果

年齢別受診者数

下腿周囲長（ ）と肥満度（ ）

（８）健康への意識や健康づくりの状況

・令和５年度市民アンケート調査結果

アンケート配布数： 人

回答者数： 人（有効回収数： 人、有効回収率 ）

回答者の内訳

歳代

歳代

歳代

歳代

歳代

歳以上

不明

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

（人）

女 男 計

㎝以上

㎝未満

総計

未満 以上 未満 以上 未満 以上



・後期高齢者歯科口腔健診結果

年齢別受診者数

下腿周囲長（ ）と肥満度（ ）

（８）健康への意識や健康づくりの状況

・令和５年度市民アンケート調査結果

アンケート配布数： 人

回答者数： 人（有効回収数： 人、有効回収率 ）

回答者の内訳

歳代

歳代

歳代

歳代

歳代

歳以上

不明

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

（人）

女 男 計

㎝以上

㎝未満

総計

未満 以上 未満 以上 未満 以上

あなたは、健康に関して、誰か相談できる人がいますか？

回答 構成比

相談できる人がいる

相談できる人がいない

不明

あなたは、日常的に健康づくりに取り組んでいますか？

回答 構成比

取り組んでいる

多少取り組んでいる

あまり取り組んでいない

取り組んでいない

不明

不明

その他

行政関係者

相談できる人がいない

福祉関係者

地域の人

友人

医療関係者

家族・親戚

相談相手（％）

取り組んでいる、多少取り組んでいる、と答えた割合



あなたは、生きがいをもって生活していますか？（※ 歳以上集計）

回答 構成比

ある

多少ある

あまりない

ない

不明

あなたは、日頃、 回 分以上のスポーツや運動をしていますか？

（ウォーキング、ゲートボールなども含む）

回答 構成比

週に３日以上

週に１〜２日程度

月に１〜３日程度

していない

不明

生きがいの具体的内容

週に３日以上、週に１〜２日程度、と答えた割合

ある、多少ある、と答えた人の割合



あなたは、生きがいをもって生活していますか？（※ 歳以上集計）

回答 構成比

ある

多少ある

あまりない

ない

不明

あなたは、日頃、 回 分以上のスポーツや運動をしていますか？

（ウォーキング、ゲートボールなども含む）

回答 構成比

週に３日以上

週に１〜２日程度

月に１〜３日程度

していない

不明

生きがいの具体的内容

週に３日以上、週に１〜２日程度、と答えた割合

ある、多少ある、と答えた人の割合

第５次雲南市健康増進実施計画策定の経過

期日 会議等の内容

令和６年

５月

雲南市保健関係者による作業部会①

内容：第４次計画の評価について協議

６月４日、５日 第１回健康づくり推進協議会専門部会の開催

内容：取り組みの成果と課題、現状について協議

６月 日 第１回健康づくり推進協議会の開催

内容：策定体制とスケジュール、第４次計画の評価指標、

成果と課題について意見交換

７月 雲南市保健関係者による作業部会②

内容：第４次計画の評価、第５次計画の取り組みについて

協議

８月

議会策定状況説明（教育民生常任委員会）

雲南市保健関係者による作業部会③

内容：第５次計画の取り組み、スローガンについて協議

月１日、２日、３日 第２回健康づくり推進協議会専門部会の開催

内容：第５次計画の取り組み、スローガン、評価指標につ

いて協議

月 日 第２回健康づくり推進協議会の開催

内容：第４次計画の評価、第５次計画の素案について意見

交換

月 雲南市保健関係者による作業部会④

内容：第５次計画の素案について

月 議会策定状況説明（教育民生常任委員会）

令和７年

１月６日～２月６日

計画案に関する市民公募（パブリックコメント）の実施

市ホームページに掲載、公式ＬＩＮＥ、音声告知放送にて

周知

２月 日、 日、 日 第３回健康づくり推進協議会専門部会の開催

内容：第５次計画案について意見交換

２月 日 第３回健康づくり推進協議会の開催

内容：第５次計画案について意見交換、パブリックコメン

ト結果の報告

３月
議会計画最終案説明（教育民生常任委員会）

市の計画として決定



雲南市健康づくり推進協議会要綱

（設置）

第１条 市民との協働による総合的な健康づくりを推進し、市民各人が生涯を通じて生きがいを

もって生活できる健康福祉の実現を図るため、雲南市健康づくり推進協議会（以下「協議会」

という。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 協議会は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事項を協議する。

健康づくりに関すること。

生活習慣病に関すること。

親と子の健康に関すること。

その他必要な事項

（組織）

第３条 協議会は、委員２５人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる機関及び団体等に属する者の中から、市長が委嘱する。

保健医療機関

行政・教育機関

地域自主組織

福祉関係団体

事業所関係者

保健、医療又は福祉に関する学識を有する者

その他市長が必要と認める団体

（任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。

２ 委員に欠員を生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）

第５条 協議会に会長１人、副会長２人を置き、委員の互選により定める。

２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第６条 協議会は、会長が招集し、会議の議長となる。

２ 協議会は、毎年度１回開催する。ただし、会長が必要と認めるときは、２回以上開催するこ

とができる。

３ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。

４ 会長は、協議会の内容に応じて関係者の出席を求めて意見を聴くことができる。

５ 協議会の円滑な運営を図るために、部会を置くことができる。

６ 部会の委員は、第３条第２項各号に掲げる機関及び団体等の職員をもって充てる。

（事務局）

第７条 協議会の事務局は、健康福祉部保健医療政策課に置く。

（その他）

第８条 この訓令に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。



雲南市健康づくり推進協議会要綱

（設置）

第１条 市民との協働による総合的な健康づくりを推進し、市民各人が生涯を通じて生きがいを

もって生活できる健康福祉の実現を図るため、雲南市健康づくり推進協議会（以下「協議会」

という。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 協議会は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事項を協議する。

健康づくりに関すること。

生活習慣病に関すること。

親と子の健康に関すること。

その他必要な事項

（組織）

第３条 協議会は、委員２５人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる機関及び団体等に属する者の中から、市長が委嘱する。

保健医療機関

行政・教育機関

地域自主組織

福祉関係団体

事業所関係者

保健、医療又は福祉に関する学識を有する者

その他市長が必要と認める団体

（任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。

２ 委員に欠員を生じた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）

第５条 協議会に会長１人、副会長２人を置き、委員の互選により定める。

２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）

第６条 協議会は、会長が招集し、会議の議長となる。

２ 協議会は、毎年度１回開催する。ただし、会長が必要と認めるときは、２回以上開催するこ

とができる。

３ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。

４ 会長は、協議会の内容に応じて関係者の出席を求めて意見を聴くことができる。

５ 協議会の円滑な運営を図るために、部会を置くことができる。

６ 部会の委員は、第３条第２項各号に掲げる機関及び団体等の職員をもって充てる。

（事務局）

第７条 協議会の事務局は、健康福祉部保健医療政策課に置く。

（その他）

第８条 この訓令に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

雲南市健康づくり推進協議会委員名簿

所属等 氏 名

１ 会長 雲南医師会 永 瀬 英 雄

２ 奥出雲コスモ病院 板 倉 めぐみ

３ 雲南市歯科医師会 秦 野 眞 治

４ 島根県立大学看護学部 小 田 美紀子

５ 島根県雲南保健所 柳 樂 真佐実

６ 副会長 地域自主組織代表 広 野 充 明

７ 地域自主組織代表 松 村 治 香

８ 副会長 雲南市民生児童委員協議会 多田納 崇 道

９ 雲南市食生活改善推進協議会 富 山 邑 子

雲南市スポーツ推進委員協議会 土 江 清 夫

がん検診すすめ隊 小 林 貴美子

雲南市地域運動指導員連絡協議会 若 槻 勉

雲南市社会福祉協議会 遠 藤 勇 二

社会福祉法人雲南ひまわり福祉会 松 林 哲 也

雲南市商工会 杉 原 律 雄

株式会社キラキラ雲南 速 水 久 樹

社会福祉法人よしだ福祉会ケアポートよしだ 伊 藤 久 美

雲南市教育委員会 舩 木 秀 一

雲南市幼・保こ管理職会 須 山 敏 子

事務局

所属・役職 氏 名

雲南市健康福祉部長 糸 原 幸 子

雲南市健康福祉部健康推進担当次長・健康推進課長 土 屋 悦 子

雲南市健康福祉部次長・保健医療政策課長 三 成 裕 子

雲南市健康福祉部保健医療政策課 津 田 広 美

雲南市健康福祉部保健医療政策課 村 尾 奈津子
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めざせ健康長寿日本一！
健康都市うんなん

令和７年度～令和11年度

雲　南　市




